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a ee 
BIBS HOR (5 1 HR) (EO 3) ie r = Me 
SS RIN EPA BE BORE HIZ OWT oe ee ee eee = 原 Kk 一 
BRURS Bab OF MAU PED BEY RICE T «. se. 46 JR IR = 
RAMDAC ENS BKMIEBRIC OWT» ae 
PUD PHY co. ee eee BB KB 
北九州 田川 変成 岩 帯 南部 の 地質 及び 岩石 fees = 
BERBER Y AY ROM. {BR ES 
会 報 及び 雑 報 
会 員 動静 , 粘土 科学 討論 会 開催 予告 
抄 GR 
鉄 物 学 及び 結 品 学 繊維 亜鉛 鉱 一 硫 カ ドミ ウツ ウム 鉄 系 4th 7 4 
岩石 学 及 び 火 山 学 Ireland, Donegel jim Ardara 76 fie 
ダイ アピ ビル 他 3 件 
金属 鉄 KR = Montana | Baulder 底 盤 中 の Lone 
Eagle ウラ ン 鉄 床 他 4 件 
Bh RR BM ミシシッピ ー 河 デル タ 周 縁 の 堆積 物 他 2 件 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 
日 本 岩 右 久 物色 床 学会 


SRA OH RR 


会 員 動静 (FAS) 小倉 義雄 (SERVIAHCRRARABRNARM), 金野 陽一 
(秋田 市 川 町 総社 後 102), 橋 行 一 (長崎 市 大 橋 町 181 D-18 号 ), FF eat (ile 
市 神子 町 20), 松任 谷 滋 (BIRO = Ste SLT) 

GR 会) 中 山 一 義 , 小 原 梅 次 郎 , 中 村 二 郎 , 岡 本 次 郎 , 村 上 敦 朗 , 林 PRE, TA 

[転居 及び 転勤 〕 右 橋 正夫 (北海 道 大 学 工学 部 鉱山 工学 科 応用 地質 学 教 詩 ), We 
(HARTER ETNA BB), 及川 準 之 助 (Legacion del Japon, Edificto 
“Cosa Bernardo’’ Aredide Camacho, Esquina Calle Colon, La paz, Bolivia, 
(Apartado No.2725)), 高橋 一 (東京 都 中 央 区 八重 洲 6 の 1 BRBRALAAR RK 
RES), BEN SE (旧姓 千葉 ) (岩手 県 東 毅 井 那 大 東町 鳥海 古 戸 前 33), 欠 木 礼 
+ (Abe 68 金 可 鉱業 株 式 会 社 仙台 事務 所 ), 小笠 原 和 男 (宮城 県 気仙 沼 市 松 
骨盤 井伏 業 株 式 会 社 松 音 鉱業 所 ), 石井 清彦 (東京 者 錬 馬 区 東大 泉町 375 の 5 笛田 方 ), 
田口 恒 勇 ( 感 岡市 菜園 老松 町 23), 鎌田 浩志 (東京 都 武蔵 野市 吉 裕 寺 952 石油 資源 開 
発 株 式 会 社 技術 研究 所 第 4 ORB), 中 谷 欲 一 ( 福 邊 県 内 郷 市 祥 町 前 田 45 ome). 
福 尾 券 一 (名 古屋 市 千種 区 千種 町 仲田 住宅 RL 22 号 ), 松本 良昭 (秋田 県 北条 四 郡 比内 
RRS), 吉田 義孝 (秋田 市 西根 小屋 町 石油 資源 株 式 会 社 秋 田 探 鉄 事務 所 ), 
遠藤 正孝 (山口 県 那 河 郡 小 川村 日 本 鉱業 河 山 鉄 業 所 ), AYESERD (山形 県 西村 山 郡 西川 町 
HE RNGKE RRA REA RSET), EERARILAS (秋田 県 北 秋田 郡 阿 仁 合 町 古河 鉄 業 阿仁 鉄 業 
所 ) , 松橋 秀郎 (長崎 県 下 県 郡 敵 原町 下 原 対 州 鉄 業 所 ), 木村 敏雄 (東京 都 目 黒 区 胞 馬 東 
RAVES), 末松 市 松 (飯塚 市 大 字 柏 森 戸畑 面 火 灯 瓦 製造 所 飯塚 工場 ), 
津 末 昭 生 (HORACE AR HEMT IC), 大 村 弘 (北海 道 檜山 郡上 の 国 村 早川 中 外 鉄 藤 株 
RAE LBS), 佐藤 弘 IATA FREE eee), 上 田 汐 一 ( 栃 
木 県 上 都賀 郡 足 選 町 古河 銚 業 足尾 鉱業 所 ), MERA (秋田 市 手形 秋田 大 学 鉱山 学部 鉄山 
WEE), 岡本 要 八 郎 (福岡 市 西福 岡 局 区 内 塩屋 町 2 の 65), 太田 Be (秋田 市 上 新 
城 白 山 字 みさ こ 沢 日 本 鉄 業 株 式 会 社 新城 探 鉄 所 ) , 桜井 仁之 助 (水戸 市 元吉 田町 茨城 県 立 
水戸 工業 高校 採 鉄 科 ), 鈴木 衛 ( 革 城 県 北 茨 城市 中 郷 町 日 棚 1), 旭硝子 株 式 会 社 技術 
部 技術 管理 室 (東京 都 千 代田 区 丸の内 2016), Sab ake (高知 県 土佐 郡 大 川村 日 本 鉄 
SEM), WRK UW SSLET 6 の 700 ORR 43 号 ) yy BEAL (東北 大 
PELTED ta GER) 

粘土 科学 討論 会 開催 日 本 地質 学会 , BABI R, 日 本 鉄山 地質 学会 , 窯業 協会 , 日 
本 土壌 肥料 学会 , 日 本 化学 会 共催 で , 来る 11 月 29 日 ( 金 ), 308 (+) に 東京 都 北 区 西 ケ 
原町 農業 技術 研究 所 大 講堂 (予定 ) で 粘土 科学 討論 会 が 開催 され ます か ら 講演 御 希 望 の 
Alt, A, Big (400), 希望 時 間 , 講演 者 (連名 の 時 は 〇 を つけ る ) ス ライ ド 使 用 の 有無 
を 来る 11 月 5 日 まで に , 下記 の 世話 人 の 一 人 に 御 知 らち ら せ 下 さい 。 尚 こ の 催し は 本 邦 に 於 
て 講 外 国 と 同様 に , 科学 ・ 工 学 ・ 紅 学 な ど 多 方 面 で 従来 独立 に 行わ れ て いた 粘 土 研究 の 相 
LORI, Hts, 協力 を 得る た め の 最 初 の 試み に つき , 会 員 各 位 の 御 協 力 を お 願い し ます 。 

世話 人 : 岩井 津 一 (東京 都 目 黒 区 大 岡山 , 東京 工業 大 学内 ), 岩 生 周一 (東京 都 目黒 
区 欧 場 町 , 東京 大 学 教養 学 部 内 ), 江川 友治 (東京 郷 北 区 西ヶ原 町 , 農業 技術 研究 所 内 ), 
ASPSEME (RA KE, 早稲 田 大 学 理工 学部 内 ), 須藤 俊男 (RMR RARE 
AY, 東京 教育 大 学 理学 部 内 ) 
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B iH 母 B&O 研 究 ( 第 1 報 ) 
新庄 盆地 北 縁 部 の 主として 最上 層 群 中 に 発達 する 
海 成 油 母 岩層 に つい て (その 3) 
Studies on the resource-rocks of petroleum (lst report) 


(Chiefly on the Mogami group developed in the northern 
margin of the Shinjo basin, Yamagata Prefecture. (3) ) 


加 i #8 i (Iwao Kato)* 
fy 部 TE 4 (Masahiro Abe)* 


1. 無機 成分 の 検出 結果 — 春木 川 ル ー ト に つい て 

(1) Sampling 及び 試料 の 調整 前 回 まで 取扱 っ た 塩 根 川 ル ー ト !) と 泡 の 滝 附近 で 
合流 する 春木 川 の 上 流 に 向い , AAR, BE, 小 交 を 経て 中田 に 至る 間 ( 春 木川 ルー ト ) に 
GH L Co S4—-HOWSAHL, これ に 政 接 に 関係 を 有する 火山 砕 選 岩 類 の 累積 関係 を 前 
回 と 同様 の 精度 を も つて 柱状 断面 図 (原図 縮 尽 1/100) fee (1M), これ に 基 い て 
AEH VCE CT 努め て 新鮮 な 試料 を 採取 し た 。 本 ルー ト で は 塩 根 川 ル ー ト に 比べ て 油 坪 
岩 の 発 達 が 少く, 逆 に 火山 砕 局 岩 が 著しく 増大 し て いる た め , 油 母 岩 自 体 の 探 取 試料 が 少 
2s, 33 人 箇所 の BRB b Pet TC 183 箇 の 試料 が 控 取 され た 。 この ルー ト に 於 て る 泡 の 滝 
か ら 中 田 に 至る 問 の 水平 的 忠 り が ある が , 塩 根 川 ルー ト と 同様 に 春木 川 ル ー ト と し て の 垂 
直 (true thickness) 的 な RAIEL MMLC, 33 箇 所 183 人 箇 の 試料 か ら 57 箇 を 選び , こ 
の 57 試 料 に つい て 分 光 分 析 を 行 つ た 。 これ ら の 試料 の 控 取 層 準 は 図 上 に 示す 如く で あ 
Bo これら の 試料 に つい て は , 前 報告 で 述べ た 同様 の 注意 を 以 て , 試料 の 調整 並び に 予備 
実験 を 行い , 同じ 発光 条件 の 下 で 操作 し た 。 特 に 赴 頭 で 肉眼 的 に 区 別 出来 る 岩 種 に つい て 
は , 同一 層 準 の る の で る 数 個 の 試料 に つい て 予備 実 険 を 行い その 結果 に 基 い て 適切 に 試 
料 の 調整 を 行 つ た 。 また 今回 は V (vanadium) の 検出 感度 を よく する 閣 に 特に 発光 条件 2 
(露出 時 間 15 秒 ) を 考慮 し た 。 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 圭 
1) 加藤 毅 槍 , 阿部 正宏 : HGk, 40, 169~177, Ag 31; 41, 53~59, AB 32. 
2) [1] 試料 : wh = (0.75)2 x 3.14 x 5(mm3) (dia. 1.5mm, depth 5mm) 
[2] 乾板 : 富士 プロ セス 束 板 (分 光 分 析 用 ) 4x10 inch 
[3] 電極 間隔 : 2mm [4] ス リッツ ト : 0.005mm 
[5] 坊 出 時 間 : Fe: R=682, 2Amp., 3sec, Sample: R=160, 6~7Amp., 
15sec. 


[6] 現像 FD-31, 現像 時 間 4 分 , 現像 温度 18°C, 定着 コダック FS 
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第 1 図 説 
EBB ME ( 括 阪 内 左 は 左 湊 , Aida) 

1~2- 塩 根 川 ・ 春 木川 合流 点 附 近 の 河 周 及び 河床 , 3~4-28 
木橋 下流 ( 右 ), 5- 春 木橋 下 の 河 床 , 6~7- 春 木橋 上 流 ( 右 ), 
8- (Ze), 9- 屈 曲 部 の 河 崖 ( 右 ), 10-(Je), 11~12-( 右 ), 13- 
屈曲 部 ( 左 ), 14- 上 春木 橋下 流 ( 左 ), 15~16- 上 春木 橋 附 近 
(Ai), 17~18- 漆 野 附近 屈曲 部 ( 右 ) , 19~20- 漆 野上 流 ( 左 ), 
21~22- 小 蝶 附 近 河 崖 ( 右 ) , 23- ( 右 ) , 24~25-( 左 ) , 26~ 
27- 屈 曲 部 (右左) , 28-( 左 ) , 29~30- 中 田橋 下流 河 早 の 南側 斜面 , 31- 中 田橋 附近 下 
流 側 ( 左 ) , 32- 中 田橋 上 流 側 ( 右 ) 

ド Kx- 古 日 層 上 部 の 凝灰岩 鍵 層 , Ky-HOBARMO RK AG (Kx, Ky ec HRI 
ー ト に 比 し 厚 さ 膨大 ) Kz’-S LS ERK AS (Kz) CABORCA, Ka, 
Kb- 塩 根 川 ルー ト に 同じ , KPb'- 草 雅 層 上 へ 中 部 の 安山岩 質 集 塊 妖 岩 類 , Ko-igelg_ bit 
の 淡 緑 色 凝 灰 岩 ( 小 虹 凝灰岩 部 層 ) , Ad, Do, No- 塩 根 川 ルー ト に 同じ (本誌 , 40, 174) 。 
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第 1 表 春木 出 ル ー ト 古 日 層 よ り 金 山 層 上 部 まで の 
No Rocks Bal SH Cor Cr Ni “Cup Eb Zn Paine Moe Tie 
1 | An. Agglo. Pen kame kre ek Me eee ok ee a 
2 | Andesite * eke ne oe *K * ** + 
3 | Tf. mud. st. | xe * KKK ** KK * AK 
4 | Tuff ae 2 ee * * * * *? 
5 | Mudstone **K 2 sk (So gkh EERE E590 * * +k 00 OF 
6 | Tuff * 2 eR ER RR RR eK # RE x 
7) uth oF UR OK RRR EK * ** ee 
8 | Mudstone eK Ok OR Rk OR ORK * ee Fei kee 
OF) Path * PE Ve ** hk * shy 
10 | Tf. sd. st. * ** ** 2: phate eae faa cd 
11 | Mudstone ポー ポポ x * * ネ ポー 
12 " aK Qk oo PE ee ee. 2 ay. 
13 ” ek Q dokk *? * ep 9 kD 
14 | Tf. breccia eek Q kk KP RRR * kK 
15 | Tuff eK OP sek * * * Pe ear, 
16 | Tuff ネー の ka * *? * * * *? 
17) Duk ネネ ポー ネネ の EK * #7 * ee) Ke 
18 | Tf. br. HK Ok * ND Rk * ek 
19 | Tuff Rk ek * ak Ok ee Cony 
20 | Mudstone 4K Ok ok * pa の ee ee RF 
21 ” sak kD ok *2 kok * * ae Ok 
22 uy wee kok * 0 ak ieee KOK Ok 
23) Tibr: *EE Ok 氷水 ボボ he 4k 2 ke ek ok 
24 | Tuff Pt a ee St es * ae * x * * 
25 | Tf. br. eR OR ポポ DT * 4k 
26 | Tuff keer OF ey SCR EE * * kk 
27 | Tuff * O dee GK ek dak okie KK OK 1K 
28 | Andesite * * ek kK ネ キ ーー の まま * * 
29 | Tf. br. EE ORE doe KD DP ok Pk ce ye CREPES 
30 | Mudstone ED ek a kk 2 eo Se Ree 
31 | Tuff wee 2 eek CE Ge? Ee meses ? 
32 | Mudstone 2 x *? ay ay ame hs os x 
33 | Tuff ee kak *9 * Gs st 
34 | Tuff ee kk * oA we Ok 
35 | Tuff * 2 kk* * * ok * 4 Ok * 
36 | Mudstone KOK kK Riel dey kk Ne * $5 * 
OZ や wee ekok * + ere Fee, * 
38 | Tuff * 2 kK * kx *? * * 
39 | Mudstone ek 0 ack * ce ene cod * ? 
40 " aK kack 42? & ok Pd sa * i 
41 | Tuff * 2 ex 9? *? 
42 | Mudstone RR kK ee ke* Bae OR, * * 
4 eR Rok Kk Dak * Kk 
44 | Mudstone wee ok eke 4? kk *# Ek mes | eS 
45 | Tuff * * ck 4 Ee * * 
46 | Mudstone wok ok doko «2 ek +? ee 
LEW Aig hohe wR Dake *? * ee * xk ok 
48 | Mudstone ¥e 2 kK* *? HEY eel Meals? * *? 
49 2 KEK Fk 2 * be a. ee eS * 
50 | Tuff wR kek FR dak ok 2k x Joke ok 


te Ti hh ie 3S 133 


無機 成分 (Heke, HEE, ee, *, 42, 2? の 順に 少量 ) 


No.| Rocks |Ba Li Sr Co Cr NiCu Pb Zn Mn Mo Ti V 


51 | Andesite eK KK ER OK * "4 * * ak * 
52 | Sandstone Ce er eee CS eRe ee cee ee 拉 w 和 LL 来 * KK 

53 " ee FR ke eee oe 2 * *K Ok 
54 | Tuff 4 Deak “ase Coa § tasted * * * 
55 | Tuff i Come ee fee eel See tapes * ee 
56 | Mudstone ek FR OK KK ** #* * * EK Ok 
57 | Rhy. tuff ¥EK KEK * eee * ** 


(2) BARR 古 口 層 か ら 金山 層 に 至る 一 連 の 累積 関係 の 中 か ら 選ば れ た 57 箇 の 試 
装 に つい て 分 光 分 析 を 行 つ た 。 この 結果 と し て Al, B, Ba, C, (Ca), Co, Cr, Cu, Fe, 
(K), Li, Mg, Mn, Mo, Na, Ni, (P), Pb, Si, Sr, Ti, V, Zn の 23 元 素 が 検出 され た 。 
これ ら の 中 Ca, K は 炭素 バン ド が 妨害 し て 比較 検定 が 不 充 分 で あり , また BE CE 
は 炭素 電極 中 に も 存在 する の で 前 回 と 同様 に 一応 こ れ ら を 保留 すれ ば , 主 元素 と し て 
vz, Si, Al, Fe, Mg, Na © 5703, METHE LCi Ba, Co, Cr, Cu, Li, Mn, Mo, 
Ni, Pb, Sr, Ti, V, Zn の 13 元 素 が 確認 で きる 。 各 試料 に つい て 検出 され た 徴 量 元素 は 
第 上 表 に 示す 通り CHS. 今回 は 特に 発光 条件 の 一 部 を 変え て V (vanadium). の 検出 を 
{JOTIZD CI OFRIZOW TH IER L TARO 

Ba は 油 母 岩 に つい て みれ ば , BBL L CHARI — > BAN — PE CR 
Kx: Ky (GRKWAAHRRKE) OMUCBHET Yea (Nos. 20, 21, 22) &, ABBE 
岩 部 層 の 下位 に 発達 する 泥岩 (Nos. 42, 44, 46,) に 顕著 に あら われ て いる 。 MHC 
SOM, 春木 川 ル ー ト の 古 唱 層 最 上 部 の 泥岩 (No.8) も 濃い スペ クト ル 線 を 示し て いる 。 
凝灰岩 に つい て は 明瞭 な 特徴 を 示し て いな い 。 Li abe - eee Kx より その 下 
位 附 近 と (Nos.18, 19, 20, 22, 23), 試料 番号 42 以 下 に 多い 傾向 が 認め ちら れる 。 Sr は 油 
Rees Gia, Nos. 8, 44, 46, 凝灰岩 で は No. 23 が 顕 装 で は ある が , 著しい 変化 が 認め ら 
れ な い 。 Co は 前 回 と 同様 に 大 部 分 が 砕 計 岩 或 い は 火山 岩 に 認め られ る が , Nos.8, 560 
VEC OBO SN4AZ LIER TASACCHASo Cr は 春木 川下 流 の 泡 の 港 附近 に 顕著 
CHAM, 他 の 地域 で は 変化 の 他 向 は 認め ちら れ な い が , Nos. 27, 28, 43, 52 に 濃い スペ 
クト ル 線 が あら われ て いる 。 Ni OPA, Nos. 14, 27, 28, 50, 52 に 顕著 で 且つ 
Co, Cr と 関係 が 密接 で あり , この Co, Cr, Ni の 共存 関係 は 後に 述べ る が 注目 に 値する 。 
Ni の 濃い スペ クト ル 線 も Co 同様 , THEA KY OKA, KWAK CHS Cu 
は 泡 の 滝 附近 に 多い 。Pb は 大 部 分 が 山 砕 庄 岩 中 に 存在 し , 小 虹 凝灰岩 部 層 よ りゃ も 下位 
に 多く 認め られ る 。 Zn は Cu と 傾向 が や ゝ 似 て お り , WORKIN L Nos. 25, 26, 27, 
28, 29 と Nos. 44, 45, 56 に 顕著 で , 大 きく 見 れ ば Ky 鍵 層 より 上 位 に 少く 下位 に 多 
い 傾 向 が 認め られ る 。 Mn は 小 尋 凝灰岩 部 層 の 下位 の 泥岩 に は 少 い 傾向 が み ら れ , WORE 
附近 , 古 口 層 上 部 の 凝灰岩 に 顕著 に 現われ て いる 。 Ti は No. 50 より 下位 に 多い 傾向 が 
み ら れ る の み で あま り 変 化 を 示し て いな い 。 V に つい て は 明瞭 な 変化 は 認め ちら れず 共通 
的 に 検出 され る 。 以上 個々 の 元素 に つい て 吟味 を 加え て みた が , 春木 川 ル レー ト は 塩 根 川 ル 
ー ト に 比較 し て 元素 の 分 布 が か な り 混 然 と し て いる 。 然し な が ら Co, Cr, Ni の 3 元素 の 
共存 性 は , 両 ヤ ー ト 共に 共通 し た 傾向 と し て 注目 され る 。 
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2. 総括 一 一 無 橋 微量 成分 の 分 布 
(1) 塩 根 川 ・ 春 木川 各 ル ー ト に 於 ける 無機 微量 成分 の 垂直 分 布 塩 根 川 ルー ト ・ 春 木川 
ルー ト に 於 ける 微量 成分 の 分 布 は 殆 ん ど 大 差 な く 共 通 性 を 有 し て いる が , 一 部 Mo, P, 
Sn, V 等 に つい て は , ルー ト 別 或いは 油 母 岩 と 火山 砕 居 岩 と の 聞 に 若干 の 差 が みち られ る 。 
検出 元素 の 存 得 る Dt (BER ema ) ALDER QF—6OhM) の 検出 感 
度 の 範囲 で 元素 の 量 的 差 を 示す る も の で あり , 発光 条件 に よ つ て も 異 つ て くる 関係 上 , 発光 
条件 を 同じ に し て 分 析 し , その 結果 に 基 い て 各 ル ー ト 別 の 垂直 分 布 を 吟味 し た 。 

Ba : 塩 根 川 ル ー ト で は 鍵 層 Ky を 境 に し 上 部 に 濃く Ky 鍵 層 と No. 75 ORKAO 
聞 の 油 母 岩 に 著しく , 金山 層 の 下部 が 幾 分 渡 く な つて いる 様 に 認め らち られ る 。 AAI I 
で は Nos. 17, 18 (Kx 鍵 層 ) 20, 21, 22, 23 附近 に 濃い スペ クト ル 線 が 集中 し て 現われ 
a an 

: 塩 根 川 ル ー ト で は 凝灰岩 類 以外 に は 確認 出来 な い が , 春木 川 ル ー ト で は 殆 ん ど 総 
て に つい て Li の 存在 水 認 め ら れる 。 特に Nos. 9~17 と Nos. 30~41 (36 を 除く ) BH 
(mex Ba と 似 た 傾向 を 示し て いる 。 

Sr : 塩 根 川 ル ー ト で は 油 母 岩 は Ky 鍵 層 を 境 と し て Ba と 同様 ヒ 上位 の 古 口 層 に 濃く , 
また Ba で は 曹 雑 層 に つい て は 殆 ん ど 変 化 な い が , Sr CBP aCe tse a 
つて いる 。 JK LES ES APR Clk OAD, Ky FHL LT PMB RAI 
— b CFA ERIEO Mla & BD Sm EBM Vo 

O : 塩 根 川 ルー ト で は Nos. 15, 42, 75, 105, 108, 120 の 6 箇所 の 凝灰岩 中 に 確認 
され る に すぎ な い 。 BAI — b Cre 19 箇 所 で 認め られ る が , Nos. 8, 56 の 2 試料 は 泥 
A CHS FA CAKE ROK CDH HF 0 

Cr : 塩 根 川 ル ー ト で は Co, Ni と 共存 する も の の 外 に , Cr 単独 で 油 母 岩 中 に 存在 す 
る も の が 認め られ , UCHHE PE (Kz 鍵 層 の 上 位 ) に 頭 著 に 現われ て いる 。 RAV 
ト CldY OPRPAIEL CSE CHS 0 

Ni : aA )I|V—} Clk Ni は Co と 同様 に 油 母 岩 に は 認め られ な い 。 CNIKRUCH 
木川 ルー ト で は 油 母 岩 , 火山 砕 居 岩 の 何れ に も 確認 まさ れる 。 し か し な が ら Ni, Co, Cr の 
3 元素 の 共存 は 春木 川 ル ー ト 油 評 岩 で 1 箇 認 め ら れる が , 外 は 総 て 火山 克 選 岩 と 火山 岩 中 
に 存在 する 。 

Cu : 塩 根 川 ル ー ト で は 殆 ん ど 変化 の 傾向 が 認め られ な い が , Co, Cr, Ni の 共存 する 
試料 で は いづ れる も 濃い スペ クト ル 線 を 示す 。 春木 川 ル ー ト で は 春木 川下 流 泡 の 滝 附近 に 
集中 し て いる 外 は 大 差 な く , 傾向 性 は 認め ちら れ な い 。 

Pb : 塩 根 川 ル レー ト で は 央 山 岩 及び 火 山 砕 居 岩 に は 認め られ る が , 油 母 岩 に は 殆 ん ど 認 
め ら れ な い 。 春木 川 ル レート で る も 殆 ん ど 大 部 分 は 火山 律 居 岩 に 検出 され , Kx 附近 , Ky 附 
近 , Nos. 37, 38, 39 附近 及び No. 52 WEIR RRL CRD SNS 

n : 塩 根 川 ルー ト で は 殆 ん ど 認 め ら れず , 4 人 箇所 だ け に 下る が , BAI — b CAB 
々 Cu と 同じ 様 な 傾向 が 認め ちら れる 。 

Mn ・ 塩 根 川 ルー ト で は 鍵 層 Ky を 境 と し て 上 位 に 濃く , 下位 に 淡く な つて いる 傾向 
が 油 母 岩 で は 認め られ る が , BIKA Cd 上 位 に 淡い 傾向 を 示し て 前 の Ba, Sr 
と 似 た 傾向 が なみ られ る 。 こ れ に 対し て 春木 川 ル ー ト で は 小史 北 灰 部 層 (Ko) & 0 FREDO 
母 岩 は 淡い 傾向 が み ら れ る 。 
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Ti : HERR) — b CIBER CS 8 A LE LOMB ANZ b VRAD 
られ る が , Wha CIA EBIEBBAD SNR RAV b CIA E 差 が な い が , 
No. 50 DLP OLR ICEL Tu SRI EIEN Bo 

塩 根 川 , 春木 川 の 両 ヤ レー ト に つい て 上 記 の 11 元素 に つい て 一 応 の BBAbicow t 
の べた が , この 外 に Sn, P, Mo, V 等 の 微量 元素 が 認め られ る が , 今回 の 各 ル ー ト の 比 
較 か ら 省 略し た 。 後日 発光 条件 を か えて 詳細 に 吟味 を 加え た い 。 

(2) 無機 成分 の 地域 的 分 布 一 一 特に Ni, Co, Cr の 共存 集中 に つい て 

各 元 素 に つい て の ルー ト 別 の 垂直 前 儲 向 は 上 記 の 様 な 結果 が 得 ら れ た が , この 無機 成分 
の 検出 結果 に 基 い て 塩 根 川 ル ー ト ・ 礁 木川 ルー ト の 関連 性 乃至 は 地域 性 に つい て 強い て 
線 合 的 考察 を 行 つ て みた い 。 

塩 根 川 ルー ト の 比較 的 正常 な 堆積 地区 で は , 泥岩 類 と 火山 砕 居 岩 類 と は 検出 され る 元素 
の 種 数 に 若干 の 区 別 が 認め られ , 2, 3 の 元素 に 関し て は 或 層 準 ( 例 へ ば Ky 鍵 層 ) を 境 
と し て 上 下層 に 垂直 的 に も 変化 が 認め られ る が , 春木 川 ル ー ト で は 火山 砕 局 岩 地 区 で 泥岩 
類 と 火山 砕 居 岩 類 と の 間 に は , この 様 な 明瞭 な 令 向 が 殆 ん ど 認 め ち られ な い 。 し か し な が ら 
2, 3 の 元素 に つい て は 古 日 層 に 関連 する 江 灰 岩 類 と それ 以下 の も の は 一 応 区 別 さ れる 。 

以上 の 様 に 塩 根 川 ル ー ト の 堆積 岩 区 と 春木 川 ル ー ト の 凝灰岩 区 と で は 岩 相 的 に 著しい 
相 異 を 示し て いる と 同時 に , 微量 無機 成分 に 於 て も 差異 が 認め ちら れる 。 特に 両 ヤ レー ト を 通 
じ て 比 較 し て みる と , Ni, Co. Cr の 3 元素 の 共存 集中 が 或 程 度 基 性 火山 砕 選 源 の も の の 
集中 に ょ る 地域 的 反映 と みる こと る も 可能 で ある 。 そ の 他 Li, Cu, Zn 等 の 元素 も 塩 根 川 
ルー ト で は 検出 出来 た 地層 (試料 ) が 極め て 少 い の に 反し て , 春木 川 ル ー ト で は 可 成 り の 箇 
所 で 検出 され た 。 今回 は Ni, Co, Cr の 3 元素 共存 に よる 地域 性 に つい て 注目 し て み 
To 

塩 根 川 ル ー ト で Ni, Co, Cr の 3 元素 の 共存 し た 試料 は 上 位 よ り 述 べ る と , 

1) Sys に 於 て Kx 鍵 層 と Ky RRO 中 間 に 存在 する 凝灰岩 (RRB) 
12, No. 15 の 試料 )。 
2) 八 敷 代 川 合流 点 よ り 下 流 の 赴 頭 番号 32, No. 75 の 試料 。 
3) Ky BBO Fic RCS AMARA (AEE) の 上 位 の 露頭 番号 45, 
No. 105, No. 108 の 試料 。 
4) 大滝 粗 炒 玄 武 岩 床 (大 滝 駅 ) の 下位 に 来る 露頭 番号 48, No. 120 の 試料 。 
以上 の 5 試料 の み で その 外 で は 3 元素 の 存在 を 確認 で き な か つた 。 

春木 川 ル ー ト で Ni, Co, Cr の 3 元素 の 共存 し た 試料 を 上 位 よ り 述 べ る と ;, 

1) 本 ルー ト で 最上 部 の 試料 No. 8 の 油 母 岩 。 

2) Kx 鍵 層 相当 層 上 部 No. 14 の 試料 。 

3) 上 春木 附近 の Ky 鍵 層 相 当 層 の No. 27 ORE RU MEK ABE O EMO 
No. 28, No. 29 の 試料 。 

4) 小 交 凝灰岩 部 層 の 下位 に 於 て は No. 43 の 試料 。 

5) 春木 川 ル ー ト で 見 られ る 下部 の 海 成 油 母 岩 相 の 下位 の No. 50 の 試料 。 

6) 春木 川下 流 の 泡 の 滝 附近 の 緑色 北 灰 岩 の No. 6, No. 7 及び 中 田部 落 中 田橋 下 


1) 加藤 毅 雄 , 阿部 正宏 : GK, 40, 172~173, my 31; 41, 55~58, 昭 32. 
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流 の 凝灰岩 及び 凝 灰 質 砂 岩 , No. 52, 55 の 試料 。 

以上 の 12 試料 に 確認 出来 た 。 

堆積 岩 区 の 塩 根 川 ル ー ト と 凝灰岩 区 の 春木 川 ル ー ト に つい て , Ni, Co, Cr の 3 元素 の 
集中 分 布 を 比較 し て みる と 春木 川 ル ー ト の 方 が 3 元素 共存 集中 が は つき り 秦 われ て お り , 
この 3 元素 共存 集中 が 或 程度 基 性 火山 砕 選 源 の る も の の 反映 と 考え る こと が 出来 る 様 に 思 
は れる 。 MSINDORET SRE WE F CORM CE 野外 資料 に よる 層 汰 決定 と よ 
く 合致 し て お る こと が 確か め ら れ , 層 序 区 分 の 段階 に 一 歩 前 進 し た 裏 附 け を 与え る も の と 
云え よう 。 この 様 な 直接 的 な 反映 に 加え て 更に 注目 され る こと は , 春木 川 ・ 塩 根 川 合流 点 
MAE CARH BRU ERAS PK (Kb) に 対し て 寿 殴 的 に 重なる 古 唱 層 の 著しい 縁辺 堆 
積 相 が 岩 相 的 に 混成 堆積 相 を 示す と 同時 に , 一 応 具 体 的 に も これ ら の 元素 の 混成 現象 と し 
て 捉え る こと が 出来 た 点 で あろ う 。 今後 原油 ・ 油 母 岩 の 無機 成分 を 検討 し つ ゝ , ON LHe 
積 の 場 と の 関連 性 に つい て 研究 と 考察 を 進め て ゆく 上 の 一 つの 資料 と な る で あろ う 。 


3. HEME 今後 の 問題 

新庄 盆地 北 緑 部 に 於 て , RS - HOS CRE SH SISA RABI — F) が 可 成 り 
近接 し た 地域 で , その 大 半 が 火山 砕 選 岩 相 に よっ つて 置き 換え られ (春木 川 ・ 大 石川 ルー 
ト ), 狭 い 意 味 の 堆 積 岩 区 と 凝灰岩 区 と の 著しい 岩 相対 立 を 示し て いる ば か り で な くさく , TE 
来 は 黒 灰 色 塊 状 シ ルト 岩 ・ 泥 岩 で 代表 され る 古 日 層 が , BH LMBO KI REA) 岩 相 に 対 
L CBRN Br 0 SET HEMEL CO ZRMOMBABNSZ この よう な 錯 雑 し た 
地域 を 対象 と し て 堆積 の 場 に 於 ける 診 機 相 及 び 物 理 相 と し て の 岩 相 解 析 を と りあ ぁ あげ, その 
方 法 の 一 つと し て 分 光 分 析 に よる 無機 微量 成分 (minor and trace components) の 検 
出 を 試み た 。 SHE CORPO MRE UTC, 上 記 の 地域 に 於 ける 元素 の 垂直 的 並び に 地域 
的 分 布 と 場 の 問題 と の 関連 性 を , ある 程度 まで 指摘 で た も き の と 思わ れる 。 解 恋 の 段階 
に 入る まで に は , SLKEVRSY (物理 的 化学 的 ) な 操作 の 過程 を 経て 進め る べき る の で 
HY, 現在 で は や は り 単 に 一 つの 方 法 に よる 定性 (Morphology) の 段階 に すぎ な い 。 fal 
れ に し て る も 堆積 岩 並 びに 油 母 岩 自体 の この 種 の 資料 も 従来 殆ど み ら れ な い の で 今後 の 
研究 に 対す る 基礎 資料 と し て ゆき た い 。 

・ 堆積 和 盆地 に 於 け る 油 母 岩 相 並 びに これ に 関連 する 石油 鍼 床 の 形 成 に つい て は , BHT 
き 問 題 が 極め て 多く 且つ 困難 な こと で も ある が , 先 づ 当面 の 問題 と し て は これ ら の 堆積 の 
場 に お ける 油 母 岩 相 を , より 具体 的 に 捉え て ゆく こと に ょ より 従来 の 多く の 知見 に 一 歩 進ん 
だ 資料 を 加え て ゆく べき で ある と 閉 えて いる 。 

この 目的 の た めい に , 今回 まで に 報告 し た 石油 世 岩 及び これ と 関係 ある 議 岩 種 の 無機 成分 
に よる 検討 を , 少く と も その 中 の 一 つと し て 選ん だ が , SSS ic IHR BE 
VOW TI DAI LSA OINRZD> HS 

HAZE X CRAM OMIT VOW TORY ENEMY, これ に ろ い て は 今後 
油田 地域 の 母 岩 の 岩 相 解析 と , SC ALVCBAE L CURES SZ CHAS HZNAKONALO 
KOPN SMBS, 多少 と も 具体 的 に 捉え る こと が 或 程度 まで 可能 で は な いか と 
DBA CW Bo 引続き 原油 の 無機 成分 の 検出 に つい て 検討 と 考察 を 進め ゅ め て ゆき た い 。 


1) ARASH, 阿部 正宏 , 島田 泉 郎 : 石油 技 角 誌 。 22, 108, 1957 (要覧)、 
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Base exchange of vermiculite from Ono-machi. 
Fukushima Prefecture 


7 JR jk 一 (Kin-ichi Sugawara)* 


Abstract: The optical angles (2E) and base-exchange capacities of 
vermiculites which occur in weathered granodiorite near Ono-machi, Fu- 
kushima Prefecture, were measured. The optical angles of these vermi- 
culites vary in values, showing the maximum 27° or less, and generally 
small angle in altered specimens. It was shown that the mean value of 
the base exchange capacities of these vermiculites were about 1.80m.e. 
per gram, and these specimens were Ca-vermiculties containing exchan- 
geable Ca ions. 

The X-ray powder patterns and refractive indices of the specimens 
which were exchanged by H, Na, Ca, Mg, Ba, were compared. It was 
showa that the refractive indices of these specimens gave very high 
values in general (Y=1.66~1.677). Generally, the refractive indices of 
the specimens which have large optical angles, are considerably high 
and Ba-exchanged specimen shows the highest index among Na-, Mg-, 
H-, Ca-, Ba-, exchangd ones. It was assumed that the pegmatitic residue 
affected the formation of the vermiculite of this area. 


1. - 序 = 

iq (vermiculite) は , 急 熱 する と 著しく 伸び , TOMFAT BIECH< OUMTWS 
と ころ か ら 名 付け ちら れ た 雲母 様 の 層状 鉄 物 で ある 。 

近年 に な つて , BAC EO RBES MLR, HORA CHE, 熱 に も 強い 上 に 
熱 の 不 尊 性 を も 有する こと な どの 性 質 が 注 朋 せら れ , 工業 的 に 利用 され る に 到 つ た 。 普通 
は 熱処理 後 , セメント に 混 じ て 軽量 材 と し て 用 いる が , これ は 耐火 耐震 性 も 併せ 備 えて い 
る と 云 う 。 叉 エボ ナイ ト と 混 じ て 温泉 用 保温 パイ プ を 作る に 用 いた り , 或いは 叉 , レン ト 
ゲン 宏 の 放射 能 防 壁 , 冷蔵 庫 の 保温 壁 に も 利用 され る が , これ ら は いずれ る 試験 的 利用 の 
域 を 出 な いよ う で ある 。 

SEG BANC LOT < 軸 方 向 に 甚だ し く 伸 びる の は , 層間 の 水 の 分 子 が 格子 か ら 離脱 
する 際 , 層 構 造 の 谷 離 を 起す 為 だ と 療 えら れ て いる 。 此 の 場合 に は , 約 400°C で 急激 に 
伸長 し 始め る が , その 前 に 一 度 収 縮 す る と 芸 う 事実 が 報告 され て いる "。 

他 の 特長 と し て 塩基 交換 容量 の 著しく 高い こと が 挙げ られ る 。 Barshad OMe) し た 
値 も , 粘 土 鉄 物 中 最も 大 きい と 云わ れる montmorillonite k ) Bic 50% 程 大 きい し > 


* 八幡 製鉄 株 式 会 社 
2) Barshad, I,: Am. Min., 33, 655~678, 1948. 
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筆者 の 実 険 で る 後述 する 様 に 閉 し く 高 い 値 が 得 ら れ た 。 

蜂 石 の 結晶 構造 と し て , Gruner) は silicate layer 間 に 8 分 子 の 水 を 挟ん だ 構造 を 考 
Riz, Hendricks と Jefferson2) も ほ ゞ 同様 の 構造 を 考え , 層間 の 水 は hexagonal 
ring 状 の 酸素 原子 に 水素 原子 が 加わ り , この 水素 原子 を 仲介 と し て 酸素 原子 が 結合 し , 同 
時 に silicate layer と る 結び つい た も の と し た 。 その後 1954 年 に Mathieson } Wal- 
ker3) は magnesium-vermiculite の 結晶 構造 を 明らか に し , silicate layer 間 に は 二 層 
の 水 示 挟ま り , その 問 に Mg イオ ン ボ が 入 つ て いる も の と し た 。 COM Is bet blz YA 
様 で ある が , hexagonal ring 状態 が 幾 ら か ゆがん で いる 点 が 異な る 。 

m, Barshad*) (i, 交換 され た イオ ン の 種類 に よ つ て d(002) 間隔 が 変化 する こと を 
見 出し た 。 即 も , Mg 及び Ca イオ ン で 交換 され な た 場合 に は , @(002) 間隔 は 水 の 2 分 子 
層 の 厚 さ に ひろ が り , Ba, Li, 及び Na イオ ン の 場合 に は 水 の 1 分 子 層 の 厚 さ を と り , ま 
た NH, K, Rb, 及び Cs イオ ン の 場合 に は 水 の 分 子 層 を 全く 挟み 込ま な い 結 果 を 得 て 
いる 。 

本 研究 は , 東北 大 学 大 学院 理学 研究 科 で 課題 研究 と し て 筆者 が 行 つ た も の ゝ 一 部 で , 終 
ta ALOE © BRE & Btu Te KARA— ER ICIR (RAO R CRT So 


2. $8 BO = wR 

小野 町 は 従来 小野 新町 と 称 さ れ た と ころ で , BRRROE F PRICHY, 本 地域 一 帯 は 
EL UCHR kok), WEIR A PRR TAEt 4, HA? は 紫 
O*E ia PRS OBL SB OBEN ST SM, Blom か ら 1mm 位 まで の も の が あ 
る (第 1 図 参照 ) 。 蜂 石 採掘 場 一 帯 は 最も 粗 粒 で これ を 離れ る に つれ て 尊 庶 は 細か く な る 。 
BORA DN COATS, 第 2 図 に 示し た 様 に 概ね 2 群 に 大 別 せ られ , 小学 校 か ら 大 
久保 附近 に わた る 一 帯 と , 高山 か ら 百 目 木 に 到 る 地域 と で ある 。 

岩石 の 風化 は 相当 に 進み , ほとんど 土壌 化し て いる 。 蜂 石 採掘 場 附 近 で は 特に 著しく , 
30m の 深部 まで 完全 に 風化 され た 箇所 も 少く な い 。 此 の 風化 部 分 に , REVUES GABOR 
ROMA RASS YD, 例え ば 福島 蜂 石 工業 株 式 会 社 の 採掘 現場 で は 径 1m の も の が 見 
られ た 。 

KLOZEMAIRA OR REINS, TAGE Cit, 石英 , TERA, 斜 長石 , BES, ARG 
BEC, Hi, BMBTo, Re, ROARS, Pic O SRS 見 られ る 。 
Reeskiz Imm 乃至 lcm で , 4A, 漆黒 色 乃 至 暗 緑 褐色, 多 色 性 強く , X : YE 
褐色 乃至 淡 黄 緑色 , Y : GTB, Z : RETO, Y=B=1.650 で , 
黒雲 母 と し て は や ・ ゝ 高い 値 を 示す 。 GRMWEL CARA, Bee, Bare aes 
れ , また 一 部 は 緑 泥 石 様 鉱 物 に 変化 し て いる 。 


1) Gruner, J. W.: Am. Min., 19, 557~575, 1934. 

2) Hendricks, S.B. and Jefferson, M.E.: Am. Min. 23, 863~875, 1938. 
: 8) Mathieson, A. McL. and Walker, G. F.: Am. Min., 39, 231~255, 
1954. 

4) Barshad, I. : Am. Min., 34, 675~684, 1949; 35, 225~238, 1950. 


5) 柳下 秀 晴氏 は , illite に 近い も の と BATA (BROT, 39, 47.54, oF 
30) . 
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MBs, KEWSOC 2mm. 柱状 自 形 結 品 で , 4 30% An に 相当 ルポ 


4 » RASS WA, 

SE tea GN A RAPHE DO OMIRDKE (, 径 lcm に 達する も の る も 珍 ? 
じき な い 。 自 形 結語 は 少な ぐ , 大 部 分 は 半 自 形 で , CHEN OUTHERERL THB, 
Eni APE OKED © OV RAE C, 緑 泥 石 に 似 た 脂 感 が ある が , Woh meets, 


褐色 及び 黄金 褐色 で ある 。 
3. BEORX DI OX Gh H(ZE) 
Se OWE Ix ee ee et aes 
Mallard (BRO CME L 72> 即ち (0C1) BBB Oa 7 Z3I-—TKRIZEOT, 見 か け 
の 光 軸 角 2 et id 1A 


この 結果 か ら , FSA CER L TREE Ch TL KL MRR BOIL, 及び 
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第 1 
ee hia = ne ーー と ーー ニニ ーー 
A B (© D E F G H il jj 
inane GMR re 10°r 2 bie 6°r 10°r Ser 
13 m 10 r 


4r 11m 14m; 11m 
15m| 14m 146m; 15m 
15m 14m 20m} 16m} 15m 18 r 16 m 


* 
RE 

Wie Wx sae iP Ike ae 9m 12m}; 10m 
t+ 
r 


ke 14 m r 16m 15m es 17m |) 165% 2 の 18 r 
18 r 16 m r 17 m 16m Sis Sie DS ae 
18 r 18 m 18 r 18m i “20 x 
22r 20 m 19 r 19 m 20 m 
21 m 20 r 2005 22 m 
235i | | 
24 tr | | xr 


lBteremicrne scars om ees 第 2 図 の 各 点 に 対応 する 。 
R, S, は 花 同 関 緑 岩 中 の 黒雲 母 の 測定 値 。 


’ 


A 
Q, 


鏡 下 で 観察 し て 可 成 り 変質 し 
た も の で は HL (ASW fh 
を 示す こと が 明 ち か に な つた 。 
(HLM * 印 は この 極端 な 
例 で ある )。 

MAKES SL, 大粒 の 
WAG & PES A 蜂 石 採掘 場 附 近 


で は 変質 の 程度 も 進み , TONS Wy 
は 小さ い が , 比較 的 細 料 の 蜂 石 Sor eh 


は 新鮮 で , 光 軸 角 も 大 きい 。 然 
LA, D, PHA DORIA 
掘 場 よ り 遠 く 離 れ , JERE Eb 
域 に 近付く と 光 軸 角 は 再び 小 
さく な る 傾向 が 見 られ る 。 = 
の 様 に 蜂 石 に は 光 軸 角 を 異 に 
する も の が ある の で , 塩基 交換 
を 行 つ た 試料 に は 同一 地点 で 
採集 し た 蜂 石 を 用 いた 。 


4. BBO BRIER 


a PASE (baa Die eg uad 試料 採取 地点 
BIE 石工 業 株 式 会 社 採掘 し い 箇 所 


場 産 の 蜂 石 に つい て 塩基 交換 
容量 を 測定 し Teo 


試料 は BEDI L 7h, HEX GRA CORRELL, PEC GE EL TC 100~150 mesh の 尊 度 と な 
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10°r 12°r 14°r 13°r TUIes= yeas 6°r 


0 
25 
14m 441 18 m 18 r 15m 10 m 10m 3 8 m 
15 m 16 4r 19m 20 r 16m 12m 12m 4m 10 m 
16m i7r 24m 18 m 14 r 1S or 12m 
18 r 18 m 20 r 16 r 6r 
20 m DAS 
22m 
24 r 
| 
A, B, .........., P, i BUbE PHORBOL ES 


(m は 頻度 の 大 きい も の で , r+ は 頻度 の 小さ いも の で ある 。 ) 


し , 水洗 いし て 加 燥 の 後 , 再び 飾 を 通す り 。 こ うし て 処理 し た 試料 に つい て , 次 の 2 方 法 
で 塩基 交換 容量 を 測定 し た 。 即ち H* で 置換 し て H-vermiculite と な し た も の ・ ゝ Ht 
を 測定 する 潜 及び BaCl, Wwe BHSL, Batt と Msn TWMLK Cats 及び 
Mgtt を 測定 する 方 法 を 用 いた 。 

(1) H-vermiculite と し , Ht を 測定 する 方 法 粉末 試料 1g eR LEAR (HM 1: 50) 
に 約 30 分 間 浸 し た 後 BED SIRE a ha 
する 。 この 操作 を 2~3 HR 


し FRAICHE T 塩酸 分 を 先 No. | 中 和 に 要 し た KOH(N/10) H+ oF 
全 に 除去 する 。 こ れ に 約 498 の 1.00 cc 0.101 m.e. 
BaCl, 溶液 50cc を 加え , B : 0°80 0.095 
前 上 で 3 乃至 5 時 間 温め O > ae 5 cigs 

H+ と Bat+ と の 交換 を 行わ し 2 1.35 0.136 

め る 。 その 後 遠心 分 離し て 深 i ot 

液 を 完全 に 分 離す る 。 LOW’ 0.95 0.096 
液 に つい て , フェ ノー ルフ タレ ’ ber: aoe 

Av IRE LT KOH - 

EL, Ht を 滴定 する 。 そ の 4 1.50 0.151 
結果 を 第 2 表 に 掲げ た 。 表 中 1.30 0.191 

の 値 は 試料 18 に つい て で あぁ = 0.118 

る 。 


末 表 か ら 明らか な 様 に , 実験 は No.1 No.4 の 4 回 行い それ ぞ れ 3 回 づつ 滴定 し 


1) これ は , BBR LMODRERAML ASS THS0 
2) 須藤 俊男 : 粘 士 鉱物, 144~148, 昭 28. 
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た 。 こ の 結果 , 交換 し た Ht 量 は 0.095 乃至 0.15m.e. THORS 

(2) BaCl。 薄 液 中 に 浪 し 交換 され た Catt 及び Mgtt を 測定 する 方 法 DABS Is 
を 直接 約 496 の BaCl, WE 50cc HIBL, 湯煎 上 で 約 5 時 間 温 め つ ゝ 塩基 交換 を 行わ 
し め る 。 次 いで 此 の BaCl。 落 液 を 遠心 分 離し , 更に 試料 を よく 水洗 いし て , その 洗い 水 
を も 加え , この 中 の Catt と Mg++ を 重量 分 析 す る 。Catt 及び Mgt* を 分 析 す る に は , 
Bat+ が 妨害 と な る か ら 先 ず H,SO, で Batt を WMBOREL, FORMED Ca は 
(NH,).C,0, G CaC,O,-H,O EL. BALT CaO O]CHETS. —A Mgt iz 
Na, NH, PO, で MgNH,PO, OYBLEaL, BAL T Mg。P。0, DBCHET So 
この 結果 を 第 3 表 に 掲げ る 。 表 中 の 値 は すべ て 試料 18 に つい て で ある 。 


第 3 mz 
No CaO(mg) |Mg,P,O0,(mg)} Ca(m.e.) | Mg(m.e.)| total ay 
1 4.2 6.3 1.50 0.34 1.84 100-150 
2 4.1 6.0 1.47 0.33 1.80 a 
3 4.1 6.5 1.47 0.35 1.82 ” 
4 3.1 5.8 hei 0.32 1.43 2 
5 4.5 nd 1.61 = = uw 
6 4.5 nd 1.61 = — " 
7 3.3 nd 1.21 — — 200-250 
8 3.9 0.5 1.39 0.02 1.41 100-150 
9 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 ” 
Barshad 0 1.445 1.459 | 100 以 下 
Lk Sie (NH, ab- 
sorbed) 


No.3 は 15 時 間 湯 前 上 で 温め つ ゝ 交換 を 行 は し め た も の 。 No. 5, 6, 7, は Catt の 
ADWMZE A? SO, No.8 は 試料 を 一 度 CaCl, ARIE LT Ca-vermiculite 
と な し , これ を 試料 に 用 いた も の 。 No. 9 は 電気 訪 で 約 800°C に 熱し た 試料 。 

Barshad に 依る 値 は , 100mesh の 人 秋 を 通し た 試料 に つい て NH,Ac solution 中 
で 交換 を 行わ せしめ , 交換 され た イオ ン 及 び 吸 収 さ れ た イオ ン の 双方 を 測定 し た も 
の で ある 。 


塩基 交換 を 湯前 上 で 温め つ ゝ 行う 場合 に は , 約 3 時 間 で 交換 は 終了 する も の と 見 て よ 
く , それ 以上 時 間 を か け て る も 塩基 交換 容量 は 増大 し な い 。 従 つ て , Barshad の 実験 〕 に 
見 られ た 慎重 さ は , 此 の 場合 に は さほど 必要 と は 思わ れ な い の で 簡略 に 行 つ た 。 又 第 38H 
中 の 実 険 No. 7 は や ゝ 小さ い 値 を 示し た が , これ は 将 度 の 影響 と は 考え られ な い 。 

検出 され た Catt と Mgt* が , 単なる 溶解 で 蜂 石 中 か ら も た ら さ れ た も の で な いこ 
は , RABKO AR CI ORMERTORGAK, 之 等 の 7 オン が 検出 され な か つた こと か ら 
ACH So 

叉 交換 に 用 いた BaCl, は , 市 販 一 級 の 薬品 を 再 結 唱 渋 に より 純化 し た も の で ある か ら , 
薬品 中 の 不純 物 と し て の Catt と Mgt* が ここ に 検出 され た も の と は 閉 えら れ な い 。 こ 


1) Barshad は , 試料 を 塩 区 液 の ビー カー に 入れ 凡そ 70°C に 数 時 間 熱 し , 更に 新 ら 
し い 深 液 に 移し て 同様 の 操作 を 行い これ を 18 2-3 回 づつ 約 10 日 間 繰 返し て いる 。 
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MEX, No.9 に 示し た 通り , AOL RAR Ci, 之 等 の イオ ン が 検出 され な か つ 
た こと か ら る も 明らか で ある 。 

上 記 の 2 方 法 で , 蜂 石 中 の 交換 性 イオ ン と , Ht 及び Batt と の 交換 が 完全 に 行わ れる 
と する と , 交換 容量 は 両者 同じ 値 を と る か , 或いは 特に Catt 及び Met 以外 の 交換 さ 
れ 得 る イオ ン が 血 石 中 に 含ま れる 場合 に は , (1) の 測定 値 が (2) の 測定 値 よ り 大 きく な 
ら な けれ ば な ら な い 。 然し ここ に 得 ら れ た 結果 で は この 逆 で あぁ つて , (1) の 値 が (2) の 
値 よ り 選 か に 小さ い 。 

HRI 4 TY ORARER” FID _ EGC H+ は Catt や Mgtt より る も 下位 に 位 す る か ら , 
HY DBA HO Catt や Mgt* を 置き 換え る 信 向 は も と も と 強く は な い 。 そ の 上 に , (1) 
の 場合 に は , 湯煎 上 で 加 温 すれ ば 試料 に 作用 し て これ を 分 解せ し め , REBT AZO, 
(2) の 場合 と 異な り 常 温 で し か る も 短 時 間 試 料 を 浪 す に 止め た た め , 交換 は 低い エネ ルギー 
状態 で 行わ れ た と 考え られ , 完全 に 交換 が 終了 し た と は 見 位 さ れ な い 。 所 が (2) の 場合 に 
は この よう な 障害 が な いか ら 加 温 し て 効率 を 高め ある こと が 出来 , 交換 は 極 く 良好 に 行わ れ 
た と 考え られ る 。 従 つ て (1) の 値 が (2) の 値 よ り 小 さい の は 交換 の 不 充 分 さ に よる も の 
Ee iba DG 

SPSS Ae EIU, AEP RAS AE LC Ca イオ ン を 著しく 多 
く 含ん だ Ca-vermiculite で あぁ つて , 試料 1g に つい て 1.80m.e. 程度 で ある 。 


5. 文 線 粉末 写真 に よる 比較 

次 に , 皮 右 の 交換 隆 イ オン を 或 る 別 の イオ ン と 置き 換え た 場合 の , 格子 に 及ぼす 影 疑 を 
見 る 目的 で , 各 竹 イオ ン と 置換 し た 試料 に つい て X 線 粉末 写真 を 撮 つ た 。 

塩基 交換 の 方 法 は , 前 記 塩 基 交 換 容 量 測定 の 場合 の よう に , 100~150mesh の 試料 を 
約 N/10 の 各種 の 塩 薄 液 に 浸し て 湯煎 上 で 3~5 時 間 温 め , 蒸溜 水 で 洗 浴 し 乾燥 させ る 。 

この 様 に 各種 の 塩 深 液 で 処理 し た る の に つい て X 線 粉末 写真 を 撮っ た 。 Mone LER 
の た め に , 別に 電気 炉 で 約 800°C yeAL 72 HO (heated sample) 及び 100~150mesh 
の 試料 を 更に 環 璃 乳 殺 で 20 分 すり つぶ し た も の (ground sample) を も 同様 に 撮影 し た 。 

X 線 撮影 に は Fe Ka 線 を 30kV, 10mA で 1.5 LR 然し この 際 蜂 石 の 格子 
の c/2 と 考え られ る 14A 附近 の 反射 は 得 ら れ な か つた の で , この (002) の 伸び と 縮み を 
直接 測定 する こと は 出来 な か つた 。 こ の 結果 を 第 3 図 及 び 第 4 事 に 示す 。 

粉末 写真 の 反射 の うち 最も 鮮明 な 3.25A 附近 の 線 を 各 試 料 に つい て 比較 する と , Ca- 
vermiculite は 最 る 小さ く , heated sample, Ba=vermiculite が これ に つぐ 。 これ に 
反し て 大 きい の は H-vermiculite, Mg-vermiculite, natural vermiculite な ど で あ 
Do 

連続 し て 現れ る 3 本 の 2.60, 2.47, 2.40A 附近 の 線 を 見 る と , Ca-vermiculite で は 最 
も 強い 真中 の 線 が 現れ て いる の み で ある 。 こ れ に 対し , Ba-vermiculite で は 2.40A の 
PsA & G7 ESS CH OT 

Heated sample Git, AO 2 本 の 線 が 重 な つ て 市 広く 現れ て いる 。 HO Cab On 5 
の 中 間 を と り , 熱し た 場合 に 若干 の 変化 の 起 る こと を 示し て いる 。 有 叉 , わずか BAHT 


i) pletteeNaec Hn ee Mg Cat t= Sr = Bat+<Rbtt 
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_@ 4 
1 2 3 4 5 

d(A) I d(A) I d(A) I d(A) I d(A) I 
3.88 9 3.86 8| 3.91 2) 3.84 8| 3.86 8 
3.40 1 3.40 1 
3.28 10 3.26 10| 3.29 101 7324 16° 3.25 10 
3.11 1 

2.98 1 

2.87 2 

2.77 1 
2.60 3 2.60 4| 2.62 4 2.60 5 
2.48 4 2.46 5 | °2.48 3| 2.46 ile ey 4 
2.40 2 2.40 Oi - 2344 1 2.41 1 
2.15 1 2.15 4| 2.16 2 94 2), 2.15 2 
1.99 7 1.99 7] 1,99 7| 1.98 7] 1.99 8 
1.90 1 1,88 1 
1.82 1 
1.66 6 1.66 7| 1.66 6| 1.65 6| 1.66 6 
1.53 6 1.53 6] 1.53 6| 1.52 5| 1.53 7 
1.51 1 
1.48 1 1.48 1| 1.46 i 
1.42 3 1.42 S| 1.42 ee $1) 42 4 
1.39 1 
1.35 5 1.35 6/2435 6} 1.85 6| 1.35 ) 
1.32 i 1.32 1 L323 2 
1.30 i 1.30 1 
1.29 i 
1.25 3 1.25 3 1.25 Ain ih ad 6 


1. H-vermiculite 2. Na-vermiculite 3. Mg-vermiculite 
6. Ba-vermiculite 7. Heated sample 8. Ground sample 


りつ ぶし た 後 の ground sample で さ え 写 真 は 甚 し く 不 鮮明 に な り , 構造 が 貼れ た こと 
を 示 に で ぷる ら 
6 屈折 牽 の 測定 

前 記 の 如く , 種々 の イオ ン で 置換 し た 試料 に つい て , WAC EY BTR を 測定 し た 。 
その 結果 を 第 5 表 に 示す 。 

一 見 し て 明らか な よう に , これ 等 の 蜂 石 は 著しく 高い 屈折 率 を 示し て いる 。 BO, 光 還 
角 の 大 きい 蜂 石 は , 屈折 率 も 高く な つて いる 。 一 般 に 屈折 率 は , FROME CBRL 
石 の うち , natural vermiculite が 最も る 低く, Ba RU H GEHL る も の が 最も 高い 。 
叉 biotite と 比較 する と , 一 般 に 蜂 石 の 方 が 著しく 高い 。 


7. 蜂 戸 の 成因 に 関す る 考察 
既に 述べ た よう に , 本 地域 の 蜂 石 は 花 賠 岩 中 の 黒 圭 母 が 母 岩 の 風化 に よっ つて 形成 され た 
も の で ある 。 外国 で は 接触 変成 帯 に と 生じ た も の も あり , 本 邦 で も 福島 県 大 森田 , BRE 
野 鉄 山 な ど に この 例 が ある が , 多く は な い 。 


# 
er tc i DE EE i ati a i Ire, ala 
6 7 8 9 
(A) ied d(A) I d(A) I dC 
3.86 9 | 3.90 8 0 
3.55 | 
3.26 10 | 3.25 10 Bae) 10 Bh AS) 10 
| 3.21 1 
3.10 1 
| | 2.99 1 
| 2.88 1 
| OWL 1 
2.58 12260 4 2.60 3 Zao! 6 
DATS | = 9 | 2.50 4 2.50 2 
| |12.44 4 | 2.42 Sia) 274d 3 
2.14 1 | 2.16 Say © 16 2 2.16 4 
1.99 7 | 1.97 o || iso 7 1-99 6 
18S} | 1.90 1 
1.66 6 1.65 5 | 1.66 6 1.66 5 
1,52 4 1503) on 53 6 1.53 7) 
ey fal aa 
1.42 3 1,42 3 Ny 2k i 
ISO ee ol | 
1.35 5 1.35 5 1.33 5 
A 
1.29 1 
25 eth s- 4) 125 2 1.25 2 
4. Ca-vermiculite 5. Ba-vermiculite (Once exchanged by Ca) 
9. Natural vermiculite 
第 9 表 
Sample Index of refraction (7) 
H-vermiculite 1.668 
Mg-vermiculite | 1.664 
Ca-vermiculite | 1.663 
Na-vermiculite | 1.664 
Ba-vermiculite 1.668~1.670 
Ba-vermiculite 1.668~1.670 
(Once exchanged by Ca) | 
Natural vermiculite 1.662 
Heated sample | 1.664 
Biotite in granodiorite | 1.650 
Natural vermiculite MeO, 


(large 2E) | 


——————__—_—_ 
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1. H-vermiculite 

2. Na-vermiculite 

3. Mg-vermiculite 

4. Ca-vermiculite 

9. Ba-vermiculite (once exchanged by Ca) 
6. Ba-vermiculite 

7. Ba-vermiculite (lightly ground) 
8. Heated sample 

9. Ground sample 

10. Natural sample (250~270mesh) 
11. Natural sample (100~150mesh) 
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風化 花 賠 岩 中 で は , HEATERS PORBEASAECTEUOCHSM, RLEBBHO 
黒雲 母 が 全部 一 様 に 畠 石 に 変 ず る わけ で は な く , 叉 同一 の 花 賠 岩 体 で も 黒雲 母 が 蜂 石 に 座 
じ た の は 極め て 導 い 区 域 に 限ら ち れ て いる 。 

前 記 塩 基 交 換 容 量 測定 の 実験 が 示す よう に , 疑 石 の 塩基 交換 は 極め て 低 エ ネル ギー 下 で 
容易 に 行わ れる が , 同じ 条件 下 で も , BERR ERMEADLMSZIL MAPA EHR 
な い 。 

Aha Clk, 未 風 化 の 岩石 内 で 黒雲 母 の 外見 を と る も の が , 風化 に 依っ つて 格子 の 層間 
に 水 の 分 子 層 を と り 込 み , HFORS CBEIZOC, 此 の 黒雲 母 は 普通 の も の と 同じ も 
の と は 老 え られ な い 。 

前 に 述べ た よう に , BEALE CRO ARCA, そこ を 離れ る と 細 尊 化す る 。 こ の 
こと は , これ ら の 地域 が , COTEBBO IS CHD E CHEVRON 7: AT CHS 
こと を 示す も の と 解き れる 。 

この 際 , 結晶 作用 の 長引く 場合 に は , 基 処 が 岩 体 の 中 核 部 で , 熱 の 逸 散 が 少く , 温度 降 
下 率 が 低 か つ た 場合 と , 揮発 成分 に と ん だ ペグ マタ イト 質 残 此 が 濃 集 し て 結晶 作用 を 持続 
せしめ た 場合 の 2 つが 考え られ る 。 前 の 場合 で は 単に 冷却 が 遅い の み で 結晶 状態 自体 は 他 
の 部 分 と 差違 は な か ろう か ら , 特に 疑 石 が 早雲 母 か ら 変 化す る 原因 と は 壮 え らち られ な い 。 次 
に 後 の 場合 を 考え て みる に , 一 般 に 雲母 族 の よう な 層状 構造 を も つた 鉄 物 は , BRLOH 
OMA OH Ata Seto, 外 方 か ら の 力 や エネ ルギー は , 先ず 此 の 部 分 に 働く 。 黒 
雲母 で は , この 部 分 は 竹 酸 四面 体 層 の 中 間 に あ る KRFOUMALRECHS” 

湖 遂 力 の 強い ペグ マタ イト 質 深 液 が , 幾 分 低い 温度 下 で 或 る 鉱物 を 取 囲 むと , ORM 
は 生成 時 と 異な つた 環境 下 に 置か れる こと に な り , これ に 相応 し た 変化 が 起 る と 考え られ 
る 。 こ の よう な も の は , 風化 の 際 に 一 般 と は 異な つた 変化 を する で あろ 3 う 3。 有 即ち, 局 地 的 
BRL ATVI 4 BBE, 花 論 岩 中 の 黒雲 母 の 層間 の K イオ ン に 働い て , BL 
くそ れ を 活性 化し , 或いは 格子 か ら 抜 け 易 い 状態 に し た た め に , FORO BUCHER CRA 
能 の 大 きい Ca イオ ン 等 の 圭 母 の イ オン を 交換 し , (OB Ca イオ ン に 対応 する 水 の 
分 子 を 添加 し て 所 調 蜂 石 が 形成 され た も の と 考え られ る 。 

叉 イオ ン が 交換 され る 場合 , すべ て の 層 の イオン が 交換 され ず , 或 る 層 の イオ ン の み は 
FATED $F ゝ 残る こと も あり 得る で あろ う 。Gruner2) M45 hydrobiotite は これ に 相 
当 す る も の と 考え られ る 。 

以上 か らら 明らか な 様 に , BOAR, 先ず ザ ペ グマ タイ ト 質 残 此 或 い は これ に 準ずる 
末期 残 此 が 黒雲 母 に 作用 し て , 黒 圭 母 の 層間 の イィ イオン を 甚だ し く 抜 け 易 い 状態 に し , 次 に 
Bb LOCI ORSHRE LYE ABORBMASORGUDSAS!, 且つ 浸入 能 の 高い イ 
オン が この 周囲 に 存在 する と , これ ら の イオ ン 間 に 交換 が 行わ れ , この 際 一 緒 に 水 の 分 子 
層 そ を 伴い , 蜂 石 が 形成 され た も の と 考え らち られ る 。 

SARE tk, これ と は 別に 黒雲 母 に 包 裏 され た 風 信子 鉄 の 放射 秀 を 蜂 石 の 生成 に 関 
係 づ け て 考え て お られ る 。 


1) Bragg, W.L. : Atomic structure of minerals, 211, 1937. 
2) Gruner, G. W. ; op. cit. 
3) =ABERIG: BH, 39, 76-87, HG 30. 
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New saponite from the Wakamatsu mine, Tari district, 
Tottori Prefecture 


北 JR 順 — (Jun-ichi Kitahara)* 


Abstract : Most of the chromite are deposited along distinctive 
fissure in an ultra-basic rock. The country rocks, such as serpentine and 
pyroxenite, which were attacked by alkaline ground water through the 
fissures were partly dissolved and altered into saponite filling the fissures 
of the serpentine and chromite bodies. 

The color of the mineral from No.7 deposit of the Wakamatsu mine 
is greyish white and the luster is greasy; the specific gravity is 2.27 and 
the hardness is 2.5. In thin section, the mineral] is colorless and isotropic, 
but it shows weak birefringence in another part of the same specimen. The 
mean refractive index Nm is 1.525. The differential thermal curve (Fig. 
1) of the mineral shows that the mineral is a magnesium rich montmori- 
llonite. The writer believes that the mineral is saponite, judging from the 
observation of the electron micrograph (Fig. 2). The mineral reacts with 
the saturated benzidine, and then assumes pale blue color. 

The mineral shows low content in (FeO+Fe,O,) and high contents in 
MgO, the montmorillonite of this kind, has not been reported in Japan. 
The formula can be expressed as (OH), 9 (Siz.1g Alo.o3)s.09 (M85.84 Fe’’o.01 
Fe ioe Alo.og)e.o0((Ca/2)o.08 N@o.o9 Ko.o4)0.41 O19.93MH,O, which corres- 


ponds almost to the ideal formula of saponite suggested by Ross and Hen- 
dricks. 


1. if 
筆者 は 鳥取 県 多 里 地方 産 の クロ ム 鉄 鉄 と 母 岩 を 調査 中 , 7 o DRO RAO, 時 
IT OAT ICRC Rat OS, 灰白色 乃至 淡 黄 色 の 粘土 脈 が 屋 々 見 られ た の で , この 
脈 に 注目 し て いた 。 若松 鉄山 七 号 鉱床 産 の 一 粘土 試料 に 就 て , 物理 性 質 や 化学 成分 を 確 め 
た と ころ , 鉄 の 少な い 典 型 的 の サポ ー 石 で ある こと が 判っ たり 。 

鉄 の 多い サポ ー 石 に つい て は 頒 藤 俊男 の 研究 報告 が ある が , 鉄 の 少 い も の の 記載 が な 
い の で , ここ に 報告 する 。 


ou 


set ee: 
1) 北原 順一 : 日 本 地質 学会 年 会 の 講演 , 東京 教育 大 , 1957. 


9 


2) Sudo. T : 地質 , 59,18~27, 1954. 

FRR k SAGA 31 年 10 月 2WAWO 書 信 に よれ ば , ARR eek lem- 
bergite と 発表 され た も の は , 後に 同氏 に よ つ て iron-saponite と 訂正 され た 由 で , 
LGERD Hur saponite は 本 邦 に まだ 報告 が ない 由 で ある 。 | 
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2. 状 
当地 方 の クロ ム 録 鉄 体 は , 水 を 含ん だ クロ ム 鉄 鉱 , 理 酸 塩 の 疾 融 体 が 同一 岩 此 源 か ら 生 
じ た 先 成 的 の 超 塩 基 性 岩 の 殖 匂 に 導入 し て 生じ た も の で ある 。 クロ ム 鉄 鉄 成分 と ERM 
成分 の 割合 に より , 塊状 鉄 に な つた り , BORK TH WS Meier? 4OL BdNBZo HER 
岩 や 交 岩 の 様 な 超 塩 基 性 岩 は , それ ら の 間隙 を 通る アル カリ 性 の 地下 水 に より 侵さ れ て 一 
部 は イオ ン と し て 落 腕 され た 。 溶脱 し た イオ ン は 前 記 の 岩石 と か クロ ム 信 体 の 割 月 と か , 
紫 紋 岩 と クロ ム 鉄 鉄 の 境目 に 沿 つ て サポ ー 石 脈 と し て 生成 し た 。 サポ ーー 石 は オパール と 
か マグ ネ サ イト を 伴う こと が ある 。 サ ポー 石 脈 は , 標 村 岩 が 含有 水 で 自己 変成 し 蛇 絞 岩 に 
な つた 後に 生じ た 最後 の 生成 物 の 一 つ で ある 。 サポ ー 石 脈 の 中 は MGIC BHD % O 
か ら 0.3 米 に わた る も の が ある 。 扱っ つた 若松 鉄山 号 床 産 の も の は , MBCA OBWICPE Le 
も の で ある 。 


3. mH RAD A OR 
Fa PABA CS BARD 5 PEL Te —- O ORGASMIC AREA HR (G5 1) Vk, 低温 度 で 一 
つの 吸熱 反応 を 示す が これ は 110°C WEI SHAKIN ST ZEOCHSO 他 の 一 


Exothermic 


Endothermic 


若松 鉱山 七 号 久 床 産 の サポ ー 石 の 示 差 熱 分 本 曲線 


つの 約 860°C に お ける 吸熱 反応 は OH の 脱出 に よる も の で ある 。 上 記 二 種類 の Kae 
WILE DARE, 一 種 の モン モリ ロン 石 族 に 属す る 鉱物 で ある こと が 判る 。 約 400°C 
に お ける 発熱 反応 は , その 鉄 物 と 密接 に 件 う 他 の 鉱物 に よる も の と 見 られ る 。 最も 普通 の 
モン モリ ロン 石 は , 約 700°C で 吸熱 反応 を 示す る も の と 述べ られ て いる 。 マ グ ネ シ ツ ウツ ム 
の 多い モン モリ ロン 大 は アル ミニ ウム の 多い モン モリ ロン 石 よ り 高い 温度 で 吸熱 反応 を 
示す か ら , この 試料 は マグ ネ シ ウ ツウ ム の 多い モン モリ ロン 右 と 推察 され る 。 
4, 電子 顕微 鏡 号 真 

本 鉄 物 は , 電子 頭 徴 鏡 写真 (第 2 図 ) に よる と , 不 規則 な 外形 を 有する 色々 の 大 き さ の 短 
國 状 乃 友 片 状 集合 体 で ある 。 GMOKR SILOM 1~ 2 CHS マグ ネ シ ウ ム の 多い モ 
ン モ リロ ン 石 は 通常 短冊 状 叉 は 片 状 ” を 示す か ら , ROME マグ ネ シ ウ ツウ ム モン モリ ロン 
石 で ある と 見 位 す こと が 出来 る . 


1),2) Grim, R.E: Clay Mineralogy, 1952. 
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5. 2 色 試験 

KEES AY FF Y 
(HLNs CH- Cue NEO 
SAAR MAD L, SALTS 
Lite (OSES x57 
モリ ロン 石 の み が 有する 特色 
の 酸化 作用 で 生じ た も の で あ 
Bo この 様 な ベン チ ヂ ン の 青 
FEA LY RRM EO 
EYEYVUYACHSL BI 
& iS が Hine る oO 


著 松 鉄山 七 号 鉄 床 産 の サポ ー 右 の 6. 他 の 種々 の 性 質 
EF RAETR (x24, 000) AGRE, 灰色 で 脂肪 光沢 を 


示す 。 比重 は G=2.27 で , 硬度 は H=2.5 CHAZ. 水 を 吸着 し て 膨 澤 し , 乾燥 すれ ば 
脆い 。 水 中 で ビシ ピ シ 音 が する た め , 木下 鍵 城 に よる 佐賀 県 厳木 産 の 水爆 石 ” に 位 つ て , 
従来 多 里 地方 の 鉱山 を 調査 を し た 人 々 は これ を 水爆 石 と 呼ん で いた 。 
顕微 鏡 で 観る と , 本 鉄 物 は 無色 で , 等 方 性 で ある が , 副 い 複 屈 折 は を 示す 部 分 も ある 。 複 
屈折 の 非常 に 低く 見 掛 上 は 等 方 質 で , 平均 屈折 率 は N=1.525 で あぁ る 。 

7. Wa eA 組 成 
本 鉄 物 の 化学 分 析 結 果 は 第 1 表 の 如く で ある 。 
第 1 表 か ら 判 る 様 に , 本 鉱物 の FeO エ + 上 Fe。O。 含量 は 上 少なく , MgO の 含量 は 多い 。 こ 
の 種 の モン モリ ロン 石 は , 日 本 に は まだ 報告 され て いな い 。 この 化学 式 は , 酸素 原子 を 


ee. 
rie | ¥ | . ditty wie. 
Wt.% | Mol. ee A 4 3 
OE % | ek 76 ue prop | \tom. ratios | O(OH) =2400_ 
S10, 47.02 783 Si 783 716 
AY, 0.00 — At = — 
Al,O. 5.54 54 Al 108 99 
He, O; 0.83 5 ema 10 9 
FeO 0.07 1 Ke!’ 1 1 
MnO 0.0) — Mn == -— 
CaO 0.82 15 Ca 15 14 
MgO 25.92 638 Mg 638 584 
Na,O D043) 5 Na 10 9 
K,O 0.17 % K 4 4 
H,O({ 4.0) 220 H 440 OH 402 
H,O(—) 16.04 891 O 2624 O 1998 
Total 100.29 | | | 
| | | 


1) 須藤 俊男 : 粘土 鉱物 , 1953. 
2) 木下 亀城 : 地質 , 43, 152~162, 1936. 
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20 と し て 計算 する と , 次 の 様 に 表わす こと が 出来 る 。 
(OH) 4.02 (S17.16Alo.93)g:09 (M85.e4 Fe’o.01 Fe’’’o.09 Aly.c6)6.00 (CA/2)o.28 Nag.og Ko. 
oa)o.41 Oiy.g3°™ HO 
この 化学 式 ば Ross Hendricks) (2 }oCHRAN LY K-AOM BK 
(Mg3_a la) (Aly js+a, Sig¢1/3+a)) O,9(OH), Wy)3>MH,O type ERG So Ie 
W ix K, Na, Ca GH る 6 


8. 結 論 
以上 述べ た 様 に 示 差 熱 分 析 曲 線 , 電子 顕微 鏡 写 真 , 時 色 試験 , その 他 の 物理 的 性 質 及 び 


化学 組成 等 か ら , この モン モリ ロン 石 族 鉱物 は , 昌 本 新 産 の 鉄 の 含量 の 少な い 典 型 的 の サ 
ポー 石 (saponite) と 呼ぶ こと が 出来 る 。 

この 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 線 合 研究 「 鉱 床 倖 岩 の 変質 ] に 与え られ た 文部 省 科学 研 
究 費 の 一 部 で ある こと を 明記 する 。 


滋賀 県 別所 産 高 師 小 偽 に 含ま れる 含水 酸化 鉄 に つい て 


Hydrous ferric oxides in the “‘Takashi-Koz6”’ from Bessho, 
Shiga Prefecture 


3 #S ou 郎 (Shiro Kanematsu),. 
PO 松 «= (Matsuo Nambu)** 


Abstract : Hydrous ferric oxides in the so-called “Takashi Koz6” 
(limonitic nodule in Quaternary sediments) from Bessho, Shiga Prefecture 
are identified as the amorphous type by means of microscopic and X-ray 
examinations and of differential thermal and chemical analyses. 


ees Ae ee 
PEED — HM? は , さき に , 本 誌上 で , 別所 産 高 師 小僧 の 産 状 と この 成因 に 関す る 
考察 に つい て 述べ た が , この 中 に 倫 有 され る 含水 酸化 鉄 た ついては, (ADT & OSE 
察 を 行 つ た の み で , ~DFORMO 決定 に 欠く こと の 出来 な い X 線 お よび 熱 分 析 に よる 
研究 を 行わ な か つた た め , 含水 酸化 鉄 は 神 鉄 鉄 或 は 針 鉄 鉄 に 類似 する も の で ある こと を 推 
定 し た に 正 ま り , 正確 な 鉱物 種 の 決定 は 保留 され た 。 し か る に 最近 土壌 中 の 鉄 の 存在 の 問 
題 に 関連 し て 含水 酸化 鉄 の 再 検討 に 迫 ら ちら れ , XX 線 粉 末 写 真 の 撮影 お よび 如 熟 実験 を 実施 し 
た 結果 , この 本 質 が 明か に な り , Led HACCP L RAMANA L GLE He SREB AMG 

れ た の で , この 概略 を 述べ て , 前 報 の 欠 を 補い た い 。 


1) Ross, C. S. and Hendericks S. B. : Minerals of the Montmorillonite Group, 
U.S. Geol. Survey Profess. Paper, 275B, 23~79, 1945. 

* 滋 賀 県 立 短期 大 学 

** 東 北大 学 選 鉱 銀 錬 研究 所 

2) SeRSOURE : Bk, 37,9117, 1952. 


試料 は 兼ね 


BAK MRK SS we 


2. 度 料 
が 採取 し た も の で , 直径 約 10cm の 樹 枝 状 を な し , 表面 は 概ね 平滑 で ある 。 断 


面 で みる と 表 相 部 は 黒褐色 綴 密 で ある が 。 中 心 部 に 移る に 従い , 黄 褐 色 叉 は 福 昔 色 で や > 


歌 弱 な 部 分 
中 心 部 に 
ees GI) 
実 険 に 供 


LALO OMWERE EARL, 中 心 近 く で は 褐 黄 色 を な す も の を 主 と す る や うに な る 。 
+H lem の 円 形 の 卒 際 を 残し , LOMAWRL EBL EL RR 

る く 充 堀 さ れ て いる se 

し た 試料 は 主として 表 相 部 の も の で ある 。 WEG) て 観察 する と 0.005- 


0.06mm 程度 の 不 規則 な 外形 を 有する 微細 な 右 英 が これ ら の 間隙 に 


は 赤褐色 
上 品質 或 は 


5, ele 


“SFB SIR RE( LAER AAD OH, 直交 = コル 下 で は 大 部 分 不透明 と な る の で , FF 
SEMI CHALBAZONS (第 1 図 )。 ご れ ら 三 者 の 他 に 稀 に , RA, BERK 
ちよ ょ よび 2, 3 の 鉱物 種 未 詳 の 微細 鉱物 が 認め らち られ る oe 


GIN Sh Ae OG Bess A 


IN 3 Wee SY B : 十字 ミ = コル 
AO 1: JRE SABRI CK 


CX a8 7) 


高師 小僧 の 表 相 部 の 化学 分 析 結 果 を 第 1 表 に 掲げ る 。 本 表 に よる と 高師 小僧 の 主 成 分 


ge ll Sz x SiO,, Fe,O,, H,O © 3#IZkOCMRAH, FT 
高師 小僧 の 化学 組成 れ ら の 中 SiO。 は 鏡 下 で 認め られ な た 石英 と し て 存在 し , 
th OD) STK EA ge Be 
moe Wt % ‘th 者 人 酸化 鉄 を 構成 する も の で ある 。 
Au “| i Ao AR SS > 
SiO, 53.89 AR Se HR AY Gir 
THO), 1.43 0.52 の 試料 を -200mesh yewWREL, 10°C/min の 
Fe . yo me tf. ade SN ON, 4 2 
Wok 0.60 温度 上 昇 率 で 示 差 熱 分 析 を 行 つ た 結果 を 第 2 図 に 示す 。 
FeO 0.38 この 曲線 は 120°C & 555°C OA MOMABREBIV 
ee Mee 310°C の 発熱 反応 に よ つ つ て 特徴 づけ られ て いる 。 
Na,0 0.33 555°C ORME — 71k BEO CM EY 8 型 に 転移 す 
K,O tr > と = a mn e 90° Th Bh we 
HO (-+) 6.35 Pe BOLO NDE 2 O2U ane maeewe 7 
H,0(—) 4.86 は 非 品質 な 念 水 酸 化 鉄 の 脱水 に 帰 因 し , これ に 続く 
310°C © JERE — 71d IRE Fe,O0, a8 @-Fe.O, iz 
pe at 99.98 we ee ee 
結 品 する 際 の 発 誤 反 応 に 帰 因 する 。 eRe 念 水 酸 化 鉄 


DAZE RRC, 針 鉄 鉱 , EG GEO AA OD HEA 


hia” usm Bites Se 


153 
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第 2 図 ERR MEO AEBS HT RR 
0 100 200 300 400 500 600 700 800C 


に る も , 結 品 水 の 放 出 に 伴う 250 
ビー ク グ を 有する る の で ある が , 
別所 産 に この ビ ピーク を 欠く こ 
と は この 試料 が 非 品 質 で ある 
CLeEAL, JES ANE 


必然 的 に &-Fe,0, へ の 結晶 化 に た に よ つ て 生ずる 発熱 ピー ク を 件 う も の で ある こと は , BE 
等 の 一 人 南部 に よ つ で て 松 岩 鉄山 産 そ の 他 の 試料 に つい て 充分 確 め られ た と ころ で ある D。 


試料 の X 線 粉 末 写 真 を 第 3 図 -A ic, 


第 2 表 
高師 小僧 の X 線 粉末 廻 折線 
d(A) I 
4.33 Vw 
Seoul Ss 
3.14 vw 
2.48 Ww 
2.30 vw 
2.29 vw 
1.99 Ww 
1.83 m 
105 m 
1.38 m(b) 
2 の 6 w 
1-20 m 
1218 m 
1.16 vw 
1.038 w 
Tatu) Ww 
1.03 Ww 
1.02 w 
0.99 m 
0.96 m 


1) 


5. X# HRS 


=I 


ss 


これ より 計算 し た 面 間 距離 を 第 2 表 に 示し 


第 3 表 AME OMAVRO NIAID AR 


ay Ale Sas at lh ag aE 
4.27 w Q 
3.69 w H 
3.34 Ss Q 
3.22 vw | 

2-69, m | 
2.50 m | Oy sl 
2.28 m O 
2.20 vw (Ole eal 
2-12 vw OQ 
1.98 w O 
1.83 vw O 
1.69 vw OME 
1.59 m Ox tal 
1.54 m O 
1.48 vw H 
1.45 w QO; H 
1.37 m QO 
1.30 m H 
PAS) m QO 
1.25 vw Own 
1.20 Ww QO 
1.18 vw QO 
1.15 Ww O 
seal Ww | HH 
1e10 Ww | (Oy iz! 
1.08 Ww QO 
1.05 Ww O 
1.03 w 0, H 
1.02 Ww O 
0.99 w(d) | OE 
0.96 w(d) | Q. Jal 


fAL Q,H は それ ぞ れ 石英 お よび 1@&=Fe;0O5 


DML RERT 0 


部 松 夫 : ghz, 2, 275, 1955. 選 研 葉 報 , 10, 5, 1954. 
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た 。 た だ し 撮影 条件 は 次 の 如く で ある 。 電圧 35kV, 電流 6mA, Wem Fe (77 VF 


第 3 図 高師 小僧 の X 線 粉 末 写 真 


A : 加熱 前 
B : 800°C (2 — Rei Bee ZY DO 


ーー な し ), カメ ラ 半 径 30.25mm, FR 30 分 。 結 果 は 石英 の 和 廻 折線 の み が 認 め ら れ , 
含水 酸化 鉄 の 廻 折線 は 全く 存在 し な い 。 含水 酸化 鉄 の 和 廻 折線 を 欠く こと は , 鏡 下 の 性 質 
RUARZADHT & OSE CHAI EMPMANKOCYROIUECHSAI" 

前 述 の 如く 非 結 品質 の 信 水 酸化 鉄 を 高温 に 加熱 する と 先ず 脱水 し , 次 に <-Fe。O。 に 
結晶 する 。 い ま 資 料 を 800°C に 1 時 間 加 熱し , BA CHL, この も の の X BBR 
写真 を 第 2 図 B に , 面 間 距離 の 測定 値 を 第 3 表 と し た が , MBM BRO MN A 
前 に は 認め らち られ な か つた &-Fe,O, の 短 折 線 が 出現 し て 前 記 の 反応 を 確 め る こと が で き 
To 


6. 結 論 

別所 産 の 人 入水 酸化 鉄 は 鏡 下 で は 等 方 性 を 示し , 未 差 熱 分 析 曲 線 に は 結晶 水 の 放 出 に よ 
WAVE —T7eRRE, MO X 線 的 に は 非 品質 で ある が 800°C に 1 時間 加 熱し た も の に 
は @-F. 0, の 箇 折 線 が 新た に 生ずる 。 以 上 の 事実 より 別所 産 高 野 師 小僧 に 含ま れる 含水 
酸化 鉄 は 非 品質 (NX RNC) で あぁ る こと が 判明 し た 。 

し か し 高師 小僧 の 生成 過程 は 必ず し も 同一 で は な く , か つ 形 成 後 の 履 礎 も それ ene 
つて いる こと は 想像 に 難く な い の で 総 て の 高師 小僧 中 の 含水 酸化 鉄 を 非 品 質 な も の と 決 
め る の は 早計 で あつ て , 各 産 地 の 試 料 に つい て それ ぞ れ 吟味 が 必要 な こと は 勿論 , 厳密 に 
は 同一 産地 の 各 試 料 に つい て 電子 線 , ※X 線 お よび その 他 の 方 法 を 併用 し て 充分 調べ る の 
で な けれ ば 意外 な 誤 謀 を 招く で あぁ ろう 3。 (選鉱 鑑 錬 研究 所 報告 策 270 号 ) 

種々 御 高 配 を 得 た 竹内 常 彦 博士 , 実験 に 協力 され た 岡田 広吉 , RPDS Ec ve 
HARRI Zo 


1) ※ 線 で 廻 折 し な い ゲ ル 状 含水 酸化 鉄 の 一 部 は 電子 線 で は 明瞭 な 廻 折線 を 示す こ と 
が 知ら れ て いる の で (Weisser, H. B. and Milligan, W.O.,: J. Phy. Chem 44, 
1081, 1940.) この 種 の 非 品質 な いし は 低 結晶 度 久 物 の 研究 は 電子 箇 折 に よる か 或いは X 
線 回 折 と 熱 分 折 と の 併用 が 必要 で ある 。 
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Lawsonite from the eastern part of the 
Kant6 mountainland 


Bg 陽太 郎 (Y6tar6 Seki)* 


Abstract : The modes of occurrence, chemical and physical pro- 
perties of lawsonite recently found from the eastern part of the Kant6 
mountainland, Central Japan, were described. Some geological and petro- 
logical significances of lawsonite in regional metamorphism were also 
discussed. 


4 
u—YY At, irae? SNL OARIV—Ya 74 ANB AKAN 
る 変成 鉱物 の 一 つ で ある 。 日 本 で は , 19388 Hic BRB kOC, 北海 道 カ ムイ コタ ン 
地域 の ェ ヂ リン 交 石 藍 関 石 片岩 の 中 に は じ め て 発見 され , 産 状 及び 光学 的 講 性 質 が 記載 
され た ず 。 最近 , 減 井 宏 は 愛知 県 雨 生 出 の ソー シュ ライ ト は ん れい 岩 の 中 に ロー ソン 石 の 
ある こ 2 を 報告 し た 2。 
ロー ソン 石 は , RORCRROERTNERMCHS 即ち , 第 一 に ア ペ ニ = ニン 3, コル 
A ae Va ATO mere VERO yet Naa) Dat Ea 
及び , 西南 日 本 外 帯 の 各 広 域 変 成 地 域 に の み 発 見 され , その 分 布 が 世界 的 に 局 限 され 
て いる 。 し か る も, それ ら の 各 広 域 変 成 地 域 は , ロー ソン 石 の 産 し な い 広域 変成 帯 (た と 
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えば Dutchess County の よう な ) の も つて いな い 地 質 学 的 ・ 岩 石 学 的 特徴 の いく つか 
を , 共通 し て 有する の で ある 。 こ の 点 に つい て は , 後に ふれ る こと に する 。 第 二 は , ロ 
ー ソ ン 石 が , 灰 長 石 に 2 分 子 の H,O を 加え た も の に 等 し い , 異常 に そ 多 く の HO を も 
つっ 成分 の 鉱物 で あり , 叉 , 非常 に た たかい Packing index を も つり こと で ある 。 以上 の 
二 点 は 各々 が 独立 に 考 察 さ れる べき で な く , 二 に 関連 を も つた 事柄 で あろ う 。 

この 論文 で は , 関東 山地 東部 の 広域 変成 地域 で 追跡 され た ロー ソン 石 の 分 布 と , その 
讐 物 学 的 護 性 質 を の べ , あわ せ て ロー ソン 石 の 地質 学 的 , 岩石 学 的 意義 を 若 千 記述 する 。 


地 質 wm 

第 1 Sic, 関東 山地 東部 の 地質 が が 概略 示さ れ て いる 。 結 品 片岩 類 は , いく つか の 南北 
HOME KOTTN ESD, この 地域 の 比較 的 北部 に 分 布 す る 。 チャ ー ト , Da, 頁 
岩 , 石灰 岩 及 び 大 山 物質 より 成る , いわ ゆる 秩父 古 生 層 は , この 地域 の 中 部 及 U 南部 に 
分 布 す る 。 

一 般 的 に 南 に ゆる く 傾 いて いる 結 品 片岩 層 の 上 部 及び 同じ く 南 に ゆる くく 傾く 古 生 層 の 
下部 に 対し て ほ ゞ 同時 層 的 な 関係 を も ゃ つか, HBSWsMBO PMCS, BA BN CH 
まつ て , 主として 大 山 物 質 よ り 成 り そ の 中 に チャ —  OMBP BRE ANWAR 
KEBLE O BRRENAKE & ORMAMBD Bo 

この 部 分 は , 再 結晶 作用 の 程度 , HHRUMEBOBZROBRELUA Td, Sw iliteis 
片岩 と よ ょ ばれ る も の と , 秩父 古 生 層 と よ ば れる も の と の 聞 の 中 間 的 性 格 を も つて い Bo 
Zid, か つて 御 荷 鍵 層 と よ ば され た も の に は ほ ゞ 相当 する 。 

ョ ロー ソン 石 は , —OKUMREELL, 層 位 的 に も 変成 の 程度 で る も 結晶 片岩 と 古 生 層 と 
の 間 の 中 間 的 な 性 質 を る つ 部 分 に の み 見 出さ れる 。 


ロー ソン 万 の 分 布 と 産 状 

ョ ロー ソン 石 の 分 布 は 第 1 図 に 示さ れ て いる 。 COMM KLRBEARERUBRKBE 
Mak TS, 暗 緑 色 又 は 赤 紫 色 の 片 状 の 岩石 , 及び 淡 緑 又は 淡 赤 色 の チャ ー ト の 中 に 見 
出さ れる 。 

D— VY BRED BAAD COSRE FONE, FY-POMCALABOU-VY YA 
が よほど 密集 し て いる 時 以外 に は , 肉眼 で は わか ら な い e。 

ロー ソン 石 の で き て いる 妖 岩 源 の 岩石 に は , 斑 品 の 普通 輝石 (Y==1.716~1.722, (+) 
2V=50~53°) 以外 に は 火 成 源 の 鉄 物 は の こつ て いな い 。 こ の 琉 唱 普通 輝石 は , 結晶 周 
WRUEERNC EO CHEABRIA (Y =1.651~1.653, (—)2V=69~80°), 緑 泥 石 (Y=1.617, 
y¥—a2=0.003, PRA) RUEAA (7=1.635~1.650, (—)2V=52~56°, 5=Y) に 
LOTS, BO, WARM kw 

MANA, BNALBALOMCCE COS, VSEMEERO RIO つ Ear he 
いる 。 KINMRO Bs, VAL, 斜 長石 より 成っ つっ てい たら しい が, 今 で は , それ 
SOBMOKRERDT AAD S5NSZO AT, 完全 に 緑 泥 石 , ME. PEG, 石英 , 
堅固 石 及び ロー ソン 石 に よ つ て 交代 され て し まっ て いる 。 こ の 石 基 の 交代 の 状 態 は , 藍 
石 が 片 状 に な つて いる も の は ほど 著 じ る し い 。 こ れ ら の 鉄 物 の 他 に チタ ナイ ト が 多く 散在 


1) Fairbairn, H.W. : Bull. Geol. Soc. Am., 54, 1305~1374, 1943. 
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第 1 図 関東 山地 東部 の 地質 概略 図 


2 Km. 


PAK DIBA 
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© ロー ソン お の 見 向き oh 
E=-leegnann @ KEP one O-7 - BM 
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する 。 

CRE DEKE, 赤 此 色 ~ 緑 僚 色 の 片 状 の 岩石 で , その 中 に は , BS 2~15cm の チャ 
ー ト の 薄 層 が は さま つた り , レン ズ 状 の 火山 弾 が 入 つ て いた りす る 。 主として , MRA, 
緑 泥 石 , 草 長 石 , ロー ソン 石 よ り 成 り , 少量 の 石英 , BEE. FIT1+ F340, FH 
が 発達 し て いて , 鏡 下 で は 凝灰岩 の 構造 は は つき り わ か ら な い が , REC, 火山 弾 , ラ 
ビリ な どの の こと こり に ょ よる 不 均質 な 様子 か ら 類 岩 源 の も の と 区 別 さ れ う る 。 

ロー ソン 石 を も つた 片 状 の 疾 岩 及び 凝灰岩 の 化学 成分 と 鉱物 組成 は 第 1 #1, II, III 
BRU IV WRENTWHO 


Bi BRUMRMOa-Yv At dl TCARKSOLSAMRUAMAR 


] I I V V 

SiO, 47.45 48.12 46.53 48.02 68.61 
Al,Os 9.47 13.93 15.31 16.51 14.12 
Be, Os 6:.2 I 13.91 20.53 11.78 3.62 
FeO 6.27 } : 2.00 3.91 0.31 
MnO 0.37 0.47 n.d n.d. n.d 
MgO 6.95 Sa72 ZA) 2.28 0.18 
CaO 15.38 8.00 7.08 10.58 §.94 
Na,O 2.10) 2 ググ ク 4.46 3.81 2.88 

20 0.28 0.99 0.26 0.07 0.34 
H,O+ 5.36 ey its) Leas 3.01 3.40 
H,O- 0.73 0.35 0.34 0.13 0.20 
Total 100.57 99.46 100.98 100.10 99.60 
Quartz oi] a7 aera 20.0 41.8 
Albite 2.8 2.6 19.2 16.2 24.0 
Chlorite 42.0 43.5 16.2 8.4 0.8 
Tron-oxide 
minerals 4.2 7.4 2153 10.8 Stal 
titanite 
Augite 15.0 16.7 = a = 
Glaucophane 4.0 7.9 = <= << 
Tremolite 2.0 4.4 = = a 
Epidote 10.8 = 6.2 18.0 120 
Sericite 0.9 3.0 1.0 os eal 
Lawsonite 14.2 12.8 24.0 26.6 26.9 
Calcite 1.4 — = — > 0:3 

RS 


1 ロー ソン 石 を も つた , KRBRBRROBA (AMS, NE), 

I 同上 (分 析 者 , 関 ), I ロー ソン 石 を も つた , KRERRKS 
源 の 岩石 (分 析 者 , BI), IV 同 上 (分析 者 , 横山 )), V ロー 
ソン 石 を も つた , チャ ー ト 源 の 岩石 (DNS, B) 


玄武 岩 質 北 灰 岩 と チャ ー ト と が 互層 する 時 は , 両者 の 境界 面 k に ロー ソン 石 が 密集 する こ 
と が ある 。 この 場合 前 灰 岩 の 中 の ロー ソン 石 の 産 状 は 上述 と 同じ で ある 。 チャ ー ト の 中 
の ロー ソン 石 は , 副 長石 , 石英 , 絹 圭 母 及び 緑 泥 石 な ど と 共に あつ て , 特に 大 きく (BK 
SESH] 2mm fir) MAL, 時 に は 放射 状 集 合 と な る 。 後に の べ る ロー ソン 石 の 録 物 学 困 
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講 性 質 は , こ の チャ ー ト の 中 より 分 離し た ロー ソン 石 より 得 ら れ た も の で ある 。 ロー ソ 
ン 石 を も つた チャ ー ト の 化学 成分 と 鉱物 組成 は 第 1 表 V に 示さ れ て いる 。 


H—-YvVALRREALOBRR 

ロー ソン 石 と 緑 灸 石 と は 次 に 示す よう に , (OH) OBER CED EE RD 

る つて いる 。 
eae ag 3 CaAl,Si,(OH) 40, 
i GO Ca(Al,Fe,Mn)3)2 Sis,2(OH);;206 

mee Clix Al を 置換 し て Fe Rik Mn 2 A SHER clinozoisite-pistacite-pied- 
montite の 固 落 体 を 作る が , ロー ソン 石 で は その よう な こと が な い 。 HOT Al/Fe Z 
は Al/Mn は , 変成 岩 の 中 で ロー ソン 石 が で きる か 緑 熊 石 が で きる か と いう こと に , 影 
響 す る こと が 療 え られ る 。 

し か し , その よう な 化学 成分 上 の 事 よ ひりひり は る か に 大 切な の は , ロー ソン AR, Bis 
© 8 30 (OH) を も つて いる 事 及 び ロ ー ソ ン 石 が 緑 角 石 より ずつ と た か い packing 
の 状態 を 示し て いる こと で ある 。 He, ロー ソン 石 が , RRALU EV BER び 水蒸気 
克 の 下 で 形成 され る で あろ うと 思わ れる こと で ある 。 従 つ て, これ ら 2 DDKMOHO 
安定 関係 を し ら べ る こと は , 変成 作用 の 時 の 岩 圧 及び 水蒸気 圧 を し ら べ る 上 に 大 切 な こ 
& CHS 

前 に の べた ロー ソン 石 を も つた 大 山 物 質 及 び チ ャ ー ト の 中 では, MRA U-VYYA 
と が 一 枚 の 薄 片 の 中 で 見 られ る こと が 多い 。 し か し 両 鉱物 の 組織 上 の 関係 及び 形 な ど を 
GBPCSRT SL, 両 鉄 物 が 安定 に 共存 する と 考え られ る 場合 は な い 。 両者 が 一 枚 の HS 
片 の 中 に 見 られ る 時 は 不 規 則 な 外形 を も つ 緑 角 石 を と か こむ よう に し て , BNW RK 
の , 又は 放射 状 の ロー ソン 石 が 成長 し て いる こと が 多い so 

逆 に , 稀 で は ある が , MHEG, HEE. 緑 泥 石 及び 曹長 石 の 集合 が , 不 規則 な 形 を し 
た ロー ソン 石 を と りか こん で いた り , 叉 , ロー ソン 石 の 放射 状 結 晶 の 仮 像 を その まき ゝ 残し 
NU T4244 DSO 


2M u-VV AR LRRAORERR 


ロー ソン 石 は , —TRICRIEA 
帯 と いわ れ て いる 最も 変成 度 の 
ひく い 所 に の み 報 告 さ れ て い 


2 

a る 。 HERO RES 
ae. で きる 変成 度 以 上 の 所 か ら は 知 
gE られ て いな い 。 ARRAN, 
= 頁岩 源 の 変成 岩 に 黒雲 古 の で き 
és て いる よう な 地域 で も 緑色 岩 中 


に 普通 に み ら れ , Rie FADS 
岩 相 の index mineral の 一 つ に 
: も され て いる 。 HOT, ME 
Temperature の 聞 の (OH) 量 及 び packing 

A-B : 関東 山地 東都 の 変成 作用 で の P- 関係 の 差 を 考慮 に 入れ て , 第 2 図 の 
A-C: いわ ゆる “正規” 広域 変成 作用 で の P-T よう な 安定 関係 が 考え られ る 。 
関係 関東 山地 東部 の ロー ソン 石 と 
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第 2 OR 


埼玉 県 比企 郡 越生 町 梅園 の ロー ソン 石 の 指数 


; A) /u radiation 
Index Intensity ra elles pe 


002 42 13.52 
110 42 18.26 
111 18 19.49 
200 6 20.32 
201 24 21.41 
202 42, 24.49 
113 27 27.45 
020 42 30.60 
021 12 31.36 
114 78 32.96 
022 54 33.58 
204 100 $4.17 
310 24 34.35 
220 60 36.97 
023 60 37.04 
312 24 37.07 
A 15 37.63 
115 18 39.01 
222 30 39.52 
205 24 40.10 
313 9 40.22 
400 12 41,24 
006 18 41,33 
223 75 42.56 
403 9 46.38 
206 12 46.44 
131 18 48.36 
404 30 50.11 
225 15 §1.25 
420 30 §2.20 
026 24 52.31 
117 24 2.38 
207 18 53.20 
405 12 54.61 
316 15 54.78 
134 21 55.90 
008 30 SGA 
423 24 §6.59 
512 30 56.62 
226 30 56.64 
330 15 56.81 
118 42 59.54 
406 36 59.80 
135 21 60.11 
040 24 63.70 
600 15 63.82 
425 12 63.90 


Calculated 
13.52 


緑 焦 石 と の 聞 の 関係 は , BPC 
痢 官 し た 結果 で は > 上 に の きた 
如く , 必 ら ず し る 一 方 より 他方 
え の 変 化 だ け と いう 一 方 向 的 な 
関係 の な が 見 られ る わけ で は な 
Wo 第 2 図 で みる と , 温度 ボー 
定 で あぁ つて る も, BERUKRA 
圧 が た か まれ ば 緑 灸 石 は ロー ソ 
ン 石 に よっ て 交代 され る で あろ 
うし , 逆 に 岩 圧 及び 水蒸気 圧 が 
一 定 で あつ た 時 , 温度 ボ が 上 括 す 
れ ば ロー ソン 石 は 緑 灸 石 に よ つ 
て 交代 さき 和 れ る で あろ う e る Se 布 
鉱物 が 安定 に 共存 する こと は あ 

りう る が 文献 で し らち らち べ さて も る き を 
の よう な 場合 が 非常 に 季 で ある 
EWI EUB2MOLIAE 
定 関係 が 実際 ある こと を 示し て 
いる 。 

ロー ソン 万 の 鉱物 学 的 
mee 

DEE ar oe Fh) ye 
Fx —beEDHELEDODET 
VUYRETAVIAF 397 
電磁 分 離 器 を 用 いて ロー ソン 石 
を 分 離し た 。 

X- 線 デー タ : フィリ ツ プ ス ・ 
ガイ ガー 計数 X- 線 装置 に よ つ 
て 得 ら れ た ロー ソン 石 の X- 線 
デー タ は 第 12 表 に 示さ ざれ で い 
Bo 20 で 13^ ょ より 64° ま で の 間 
の 57 の ピー ク の 指数 が , a= 
8.75A, b=5.84A,c=13.09A 
に よっ つて きめ られ た 。 29 OR 
測 値 と 計算 値 と の 差 は 0.03 以 
内 で ある 。 そ の 結果 か ら , この 
UY YAR Coon. OMHRE B 


つこ と が わか る 。 単位 格子 の 大 き さ は , か つて Wickman) < よ ょ つて 与え られ た も の と 


1) Wickman, F,E.: Arkiv foer Kemi, Min., och Geologi, 25A, 1~7, 1947. 
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第 3 表 埼玉 県 比企 郡 越生 町 梅園 の ロー ソン 石 の 化学 成分 (BISIV ょ り 
分 離し た )。 (分 本 者 ; BS) 


a ee EA 
I | II 
Wt % | Mol. prop. Atomicratios 
SiO, 38.81 6461 2.009 
FeO, O21 8 Orong } 1-968 
TiO, 0.12 14 0.004 
FeO 0.28 38 0.011 
MnO tr neal i | 0.023 
MgO 0.16 39 0.012 
CaO 17.81 3176 0.988 
Na,O 0.18 29 0.018 ¢ 1-019 
K,O 0.21 22 0.013 
H,O+ 10.67 5927 1.844 1.844 
a 0.36 a = 
Total 100.83 


化学 式 Fi (Cao-gss Nap.o18 Ko.933) (BO! fou Mg5.010) (AM psa Fe!’ e098 
Tig.o04) Sine O,1.844 HO 


ま く 一 致す る 。 

化学 成分 : 分 離さ れ た ロー ソン 石 の 化学 分 析 の 結果 は 第 3 表 エ に 示さ れ て いる 。 第 3 
# Il tt, O=8 EL CTHEENKZOU-VYVYAORFIECAS. LOU-VYGR, 
Ca Al,Si1,0,-2H,O に 大 へ ん 近い 成分 を も つこ と が わか る 。 

光学 的 性 質 : この ロー ソン 石 の 光学 的 譜 性 質 は 次 の 通り で ある 。 

@=1.665+0.002, B=1.675 エ 0.002, y=1.686 エ 0.002, Y—a#=0.021+0.002, 

(—)2V=76°~87° ァ > ァ , 多 色 性 な し , 伸長 負 

比重 : クレ リ シ 液 を 用 いて きめ られ た この ロー ソン 石 の 比重 は 3.10 で ある 。 前述 の 
格子 恒 数 と 化学 成分 (第 3 表 ) より 計算 され た 比重 の 値 は 3.09(4) CHS. DOME 
aE < 一 致す る 。 


ロー ソン 互 の 地質 学 的 , 岩石 学 的 意義 

Bil 図 で みち られ る よう に , 関東 山地 東部 で は , ロー ソン 石 は , 結晶 片岩 ブロ パー に で 
は な く , その 南方 に あつ て 再 結 品 作 用 の 程度 及び 片 理 の つよ さ な ど で 結晶 上 語 娠 と い わ ゆ 
る 秩父 古 生 層 と の 中 間 的 性 質 を も つ 部 分 に , 帯状 に 分 布 す る 。 一 方 , 結晶 片 岩 に は 緑 租 
石 が 普遍 的 に 認め ちら れる 。 こ の 結 品 片岩 地域 で は 頁岩 源 変成 岩 に も 黒雲 母 は みち られ な い 。 
結晶 片岩 の 再 結晶 の 程度 は 南方 に た な か うほ ど 一 般 に よわ まる 。 こ の よう な 結晶 片岩 は , 
中 間 的 な 部 分 (そこ に ロー ソン 石 が ある ) を 経て , いわ ゆる 古 生 層 に 移 化 する 。 

いわ ゆる 古 生 層 地域 か ら , 結晶 片岩 地域 の 北部 (いわ ゆる 点 紋 帯 ) まで の 間 , 温度 は 
お そら く 次 第 に 高 ま つ た らし い 。 Mb, 再 結晶 作用 の 程度 は 温度 の た か まり と ほ ゞ 平行 
し た らし いこ と は , この 地域 の 変成 岩 中 の 角 関 石 を 吟味 し た 結局 十分 に 推定 され 得る ( こ 
の こと に つい て は , 別 稿 で の べ る ) 。 HOT, COMO, 温度 , 岩 圧 及び 水蒸気 圧 の 変化 
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を 第 2 図 に 入れ る と , B2MABOLINKASZLBALNSo 結晶 片 娠 プロ パー の 
地域 で は , ロー ソン 石 の 分 布 す る 地域 で より , 岩 圧 と 水蒸気 圧 が 低 か つ た の か も し れ な 
Wo し か し それ を 特に 示す デー タ が な いし , 叉 , 結晶 片岩 の 中 に は ロー ソン 右 が な く 緑 
角 石 が ある と いう こと は 温度 の 差 だ け で 十分 に 説明 され うる の で 第 2 図 の A-B-C OLE 
SS 

PC, は じ め に の べた よう な , Scottish Highlands Dutchess County, Stavanger, 
Otago な どの 広域 変成 地域 に は , MRAILSSM, ロー ソン 石 が み ら れ な い の は 何故 だ 
ろう か 。 こ の 導 問 に 対す る 答え と し て , 第 2 MOEROLERSASNSo 即ち その よ 
うな 地域 で は , ロー ソン 石 を 産 す る 広域 変成 地域 で より る, (すく な く と る 低 変 成 鹿 の 部 
分 を くら べ る と ) BE, 水蒸気 圧 が 低 か つ た 。 既 もち , それ ら の 地域 で の 温度 名 配 に 対す 
SHE, 水蒸気 圧 の 変化 は 第 2 図 A-C で 表現 され うる も の で あつ た か ら で は な いか と 
いう こと で ある 。 この 推測 は , o-VY AIL dz I APE Calciferous 7 YOCH 
く 藍 関 石 - ク ロス 石 (crossite) 系 列 の も の で あり , 藍 因 石 - ク ロス 石 を 産 す る 広域 変成 
地域 に の み ロ ー ソ ン 石 が 見 出さ れ て いる こと に よ つ て る も 強く 支持 され うる ( 藍 関 石 - リ ー 
ベ カ イト の 安定 関係 に つい て は 都城 秋穂 氏 に ょ つて 近く の べら れる で あろ 3 う 3) 。 

今 ま で の 岩石 学 数 科 書 で は , 広域 変成 作用 の ペー ジ の 大 部 分 は , “ER REE RE” 
と し て , Scottish Highlands の よう な , ロー ソン 石 , 藍 図 石 の 産 し な い 広 域 変成 地域 
の 説明 に さか れ て いる 。 RH, ロー ソン 石 , 藍 図 石 を 産 す る 変成 地域 に つい て は , “BE 
PUGH BH? と いつ た 小さ い タ イト ル の 下 に せい ぜ い 2,3 ペー ジ 述 べら れ て いる に すぎ 
な い o 

広域 変成 地域 と よ ょ ば れる も の は , 大 きく 2 つ に 分 けら れる 。 一 つ は , Scottish High- 
lands, Dutchess County に お ける よう な も の で , その 一 番 大 き な 特 長 の 一 つ は , HS 
岩 質 火 成 岩 の 活動 が , 変成 作用 その も の に 宮 接 に 関連 し て いる こと で ある 。 他 の 一 つっ は 
花 賠 岩 質 な 火 成 活動 は 全く 叉 は 殆 ん ど 伴 な わ ず , mafic な いし ultramafic な 火成岩 の 
貫入 ボ が 変成 作用 に 密接 に 関係 し て いる も の で , ア ペ ェ = ニン, コル シカ , カリ フ オ ル こ ニア 
西南 日 本 外 帯 , カム イコ タン な ど で み られ る 広域 変成 地域 が 之 に ふく まれ る 。 ELT, 
LO TOO, 性 質 上 対立 する 変成 地域 の 中 , 前 者 は , いわ ゆる 正規 広域 変 成 地域 又は そ 
れ に 近い 地域 で , ロー ソン 石 の 見 出さ れる の は 後者 に お いて の み で ある 。 

“いわ ゆる 正規 広域 変成 地域 ” 又は それ に 近い 性 格 の 変成 域 に くら べ て , ロー ソン 石 
PRED & PEL» 花 賠 岩 質 な 火 成 活動 を 伴 な わな いい 変成 域 が 無視 し う る ほど に し みか 分 布 し 
て いな いか と いう と 決し て その よう な こと は な い 。 た と えば 日 本 に お け る 西南 日 本 外 
帯 用 び カ ムイ コタ ン の 各 変 成 帯 の 位置 を 考え て みる と この こと は よく 判る 。 

それ で は , 何故 , FEC, 広域 変成 作用 に 関す る , 前 に の べた よう な 偏 よ つた 取扱 い 
が され た の か 。 

いわ ゆる 正規 広域 変成 地域 の 研究 し ゃ すい 環境 に , た また ま 有 有 能 な 研究 考 が いた た め 
に , その 種 の 変成 域 の 研究 が 大 き な 収 導 と な つて 結ば れ た と も 考え られ る 。 し か し , 
それ 以上 に 重要 な 原因 と し て は , 花 賠 岩 質 火 成 活動 に 伴 な われ た 広域 変 成 地域 を 研 究 す 
る 場合 , (1) 変成 岩 中 の 鉱物 又は その 組合 せ に よる 分 帯 が 容 易 で ある こと , (2) 変成 度 
を 考え る 場合 , 温度 条件 の 変化 を 主として 療 慮 する , 即 も 岩 圧 及び 水蒸気 圧 の 変化 を 温 
度 変化 ほど に 重要 性 を も た せな く と る 実際 上 の さ し さ わり が あま りな か つた 。 そ の 結果 , 
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非常 に きれ いな 形 で , 銚 物 帯 又は 鉱物 相 の 設定 及び 理論 化 が 行なわ れ , 且つ 変成 作用 の 
プロ セス の 巧み な 追跡 が され 得 た の で あろ 3 う 。 

ロー ソン 石 や 藍 関 石 を 産 す る 変成 地域 に つい て は , いわゆる 正規 広域 変成 地域 又は そ 
れ に 類 し た 地域 で され た よう な 変成 度 に よる 分 帯 は , 未だ か つて され な た こと が な い 。 募 
石 片 の 記載 に 近い も の か , Lik, 地質 構造 の 研究 の な で あぁ る 。 こ の 種 の 広域 変成 帯 で は , 
変成 度 の 概念 の 中 で , SE, 水蒸気 圧 が 温度 と 同じ 位 の 重要 性 を 占め て お り , ZR, その 
変成 度 の 変化 を よく 反 影 し た 鉱物 又は その 組合 せ が 十 分 に 発達 し て いな いか , も し く は , 
その 識別 が 困難 で あぁ つた か ら で あ ろう 3。 

従 つ て , 「 正 規 広域 変成 作用 」 と いう 言葉 も , 叉 , 我々 の 日 頃 親 し ん で いる 岩石 学 教 
科 書 の 内 容 も , 変成 岩 研 究 守 の あぁ あり の まま を 反 影 し て いる 点 で は 注目 すべ きだ ろう が , 
自然 界 の 事実 を 正しく 表わし て いる と は いえ な い 。 

変成 作用 の 研究 と いう 3 分野 で の 今後 開 析 すべ きも の の 一 つ と し て , 西南 日 本 外 帯 で み 
られ る ょ うな 型 の 広域 変成 岩 地 域 の 変成 岩 理論 の 展開 と いう こと が あげ られ よさ は よう 。 都 
BY が すでに の べた よう に , 教科 書 に か いて ある 広域 変成 作用 の 変成 相 系 列 を その ま ・ ゝ 
この 種 の 広域 変成 域 に あて は め る こと は で き な い で あろ う 。 しかし, 筆者 は , お そら く 
次 の 手 監 に よ つ て , この 種 の 変成 域 の 変成 度 に よる 分 帯 は 可能 で ある と 思う 。 

1) Pelitic schist HORM, Ri xnMEG RE, F70G, BRAZEO 
吟味 (但し , BEER eASLWOTT CK, いわ ゆる 黒雲 母 整 に 対比 する こと は で 
き な い だ ろう 2)) 

2) 縁 角 石 , パン ペリ ー 石 , ロー ソン 石 と いう 7 (OH) の 量 を 除い て は , 化学 成分 六 
よく 似 た 鉱物 群 の 相 五 関係 及び 分 布 の 吟味 

3) 角 際 石 族 の 吟味 

これ ら の 三 つ の 中 , 2) 及び 3) を 用 いて 行 つ た , 関東 山地 東部 の 広域 変成 岩 の 岩 石 学 
的 研究 の 結果 は 稿 を あら た め て 報告 する 。 
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1) #UaRRKRE : BRM, 26, 419, 1956. 
2) 都城 秋穂 : ATH, 1956, 
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LAN BNARKABHRBOMARRO SA* 


Petrography of the southern part of the Takawa 
metamorphic zone, North Kyushu 


村 上 gt #£ (Nobuhide Murakami)** 
藤 #® BB & (Shigemi Fujimoto)*** 


Abstract: The Takawa metamorphic zone is composed mainly of 
biotite-schists with sheet-like amphibolites, and intruded by several types 
of granitic rocks. Notwithstanding the feeble metamorphism by the 
Ochiai granodiorite and Masaki granite, the thermal effect by the Irawara 
granodiorite is very characteristic as shown by the formation of gneissose 
hornfelses bearing andalusite and sillimanite, and amphibole-gneisses. 

From its metamorphic behaviour above mentioned and other charac- 
ters on metasomatic effect and contamination of basic rocks (meta-diabases 
and meta-gabbros),it is considered that the Irawara granodiorite may be 
correlated with the Ryoke granitic rocks of the earlier-Mesozoic. 


ZK A De 
FAAS ARs Ss NE-SW に 連 る 北 ・ 中 ・ 南 の 3 帯 に 分 た れる が , それ 等 の 問 に は 花 賠 
岩 類 が 広く 分 布 し 相互 の 関係 は 全く 不明 で ある 。 MESSNER ED dS OMbBEIE 
RNS * TERI D7 SEX OBRMADY, それ 等 の 関係 も 極め て 複雑 で , HOPOR 
味 あ る 間 題 が 残さ れ て いる 。 筆者 は 以前 より この 地域 南部 の 研究 に 従事 し 成果 の 一 部 は 
既に 発表 り し た が , 今度 は 基 後 に 得 ら れ た 新しい 事実 , 特に 伊 良 原 花 賠 関 緑 岩 体 の 性 質 と 
上 時代 に つい て 要点 を 記す 事 と する 。 

地 質 概説 
© OMIRMOAAR NAKA RUON ER EMSC, 北西 部 に は 筑豊 炭田 南端 を 
構成 する 古 第 三 紀 層 と 更に これ を 覆う 阿 父 火 山 灰 が 分 布 す る 。 一 方 南部 より 東部 に か け 
CLR RARE RS), BKREOMKIREU-R7BLRRI SREB 
て いる 。 IK ATE OTE OER RC 500m 前 後 で ある が 東部 に 行く に つれ 次 第 
に 低く な り , ERRIFDIIR CIS SMES ORM A( bn < 2S, 
(Ea aM emia - FR ECEMEURE - RATEREURE - BIBTERE. spe 
RES tii - REAM ASL S50 これ 等 相互 の 関係 を 見 る と 花 賠 関 緑 岩 類 は 全て 真 


* 1956 年 12 月 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 に 於 て 発表 。 
** WU AAA CRE ee 
*** 広島 県 大 崎 高等 学校 下島 分 校 
1) PERSE : 九州 鉄山 学会 誌 , 18, 63~71, 1948. 
2) 主として 安山岩 時 に 花 賠 岩 議 を 含み , 伊 良 原 地区 で は その 下部 に 北 灰 質 砂 岩 ・ 頁 岩 
ERA, 亜 炭 の 採掘 され た 事 が ある 。 時 代 は 略 々 中 新 世 - 解 新 世 と 考え られ る 。 
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ISITE Ban, 更に 細 粒 花 第 1 図 田川 変成 岩 帯 内 部 地質 略 図 
Ht MES LMECHONS a Joe 
叉 朝倉 花 賠 図 緑 岩 は 伊 良 原 花 賠 て : 
PAGE HICH & され て いる 様 
で , WATERPARK 
は 不明 で ある が , その 変成 様式 
ぁ 混 成 機構 等 の 比較 に より 伊 良 
IERIE k DRO YVOT 
あろ うと 療 え られ る 。 以上 の 花 
Hs LID FETE 以下 簡単 に 記 
す 。 そ れ 等 の 構成 鉄 物 量 比 は 
2 図 に 示す 通り で ある 。 
朝倉 花 賠 関 緑 岩 は 真 時 南 部 と EH 
WARE に 分 布 し , 更に 東 «AGEs 
aguericehavenon eae 
Se weno olen ee 


BHK Os OLUIBDARER : 

OL decreracenn SOR 2 PEAR ee 
AAS ee en 6 es tana; 5, SERCH) 6. ABR 

PREM CHSOUM LARC geese 7. MOTE: 8. ATERIDIE: 9. 

は トー ナル 岩 質 で ある 。 RMS GARE: 10. Bates: 1. 田 

は 一 般 に 塊状 で 挿 獲 岩 の 少 い の 川 変成 岩 類 . 


第 2 図 花 賜 岩 類 の 組成 鉄 物量 比 


Qa, 


KF 


KFtQ M+Ac 


@ ZERERZHHA: O ACME «A FRR (eine » 
B 同 ト ー ナ ル 岩 質 混 成 岩 @ gy pose. ; 図 細 料 塩基 性 トロ 


=z. IR; 口 BAER > O HIATC | 会 MRREBE(E 
Bee ; © BZN 
PL SEG: KE. カリ 長石 ; 2. 石英 ; M. 有色 鉄 物 Ac TRE 


1) 以前 村上 欠 美 (九州 鉄山 学会 計 , 前 出 )・ 松 林 達 婦 ( 九 大 理研 究 報告 ,3。!ー37。 9 「) 
は この 地区 の 岩 体 を 糸島 花 賠 隊 緑 岩 に 対比 し た 。 然し その 分 布 上 の 位置 ・ 構 成 鉄 物量 比 
ABBOT D b BATE Ra Aaa CSET ZHRBELWLBASKBMK 
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に , BECTE VORB D OES RCS SENS BABMEARA - 
BH Hh BERONS EOD) BAP AWA: BEELER S vem 

を 未 す 事 が 多く , GE MRACDARCHROdS OX5S0 ANAL HaMET 2Va= 
57° へ 65°, その 中 心 部 に 展 々 普通 煙 石 (2y=56°~58“) を 含む 。 BAL ORL 
と な り , 輝石 を 含ま な い 場 合 に も 往々 その 中 心 部 に 見 られ る 。2Vag=760°~74" ARAIC 
は 大 型 半 自 形 の も の と 小型 粒状 の も の と あり , 前 者 は An25 へ ~60, 後者 は An20~30 で 
ある 。 酒類 原 域 の も の に は 銚 物 の 波動 消 光 ・ 双 卓 片 の 屈曲 等 が 度々 認め ちら れる 。 

SES TEMPERA Is GUC DS PRRROTEME REC AeA (An25~50)- 
石英 ・ ヵ リ BR: BESONSROBNGA (2Va=50°~62°) を 含み , その 組成 は 伊 良 原 
TEREGRE CED TCR KOCH 但し 塩基 性 捕獲 岩 は 極め て 少く , RHA 
る 熱 変 質 も 極め て 弱い 。 

BUSTER) は 北部 に 広い 粗 粒 の 黒雲 母 花 庫 岩 で , 花 贈 関 緑 岩 体 と の 接触 部 を 除き 捕獲 
岩 は 極め て 少 い 。 ペ グマ タイ ト を 多く 伴い , この 中 に は 種々 の 移 有 元素 鉱物 seas Bo 
石英 ・ ヵ リ 長 石 量 多 く , 倖 長石 は 酸性 (An15~40) で , WHEEL OERATRES 
色 人 鉱物 少く 角 図 石 を 合 ま な い 。 カリ 長石 に は パー サイ ト 構 造 が 発達 する 。 

MHESB SERA RCD (, RIVERS OMAK LS ASNSo BPCLEE 
ay ERT aa LM, SAI Ani5~35, BeMKMIS  RCASEtSto 
FEES DMD CHW 0 

RBCS RAO NAMA L CAT SNAG, 一 部 は RIVERA CR 
0 5 ETE A ARAR IBABAR © ASL 破砕 構造 の 見 られ る 事 が ある 。 MRA An20~30 
で 有色 鉱物 に は 黒雲 母 ・ 百 雲母 の 外 展 々 赤褐色 の RRMA EC. その 一 部 は ペグ マ 
タイ ト 質 に な る 事 も ある 。 


田 川 ABR 岩 天 
Pir: Maret eh AMOMLARRORES Hat, これ に 小 い 岩 床 状 の 角 
Kerk fon, WHA ER SN Ao PENS PH Cis NS0°~90°E, 走向 で 


=o NWN に 急 傾斜 し て いる が , 南 帯 で は 走向 は 同じ で る 
田川 変成 岩 類 の 線 構 造 傾斜 は SE~S 方 向 で ある 。 叉 片 理 面 上 の corrugation に 


SCARS NSD RE OU LOAM, PH CX W~SW 
CHZMMHCE ESE CHS (43M), DEON 
Sk Y iy & Br LFA ER C HO re WD ABLERS 
えら れる 。 BRABOBRIAREORBICLYMO 2 
地域 に 分 け て 説明 する 。 
1. 津 野 以 西 

REGHS : 黒白 の 細い 締 の 発達 し た 岩石 で ある 。 錯 
下 で は 石英 SARA ( 灰 曹 長石)・ 黒 雲母 の モザ イッ ク 状 
集合 体 よ り 成 り , SOMA + RVEG - HER HOS 


20-15-10-5-2-096 名 く 含ま > LL Y = 
Beane chit, ARTA 多く 含ま れ て いる 。 石英 に は 粒状 の も の ゝ 外 に 再 結 品 


1) 2C 万 分 ノ 1 福岡 県 地質 図 (1953) で は これ を 糸島 型 に 対比 し て いる が , 変成 様式 る 
質 も 全く 異 り , 港 ら くそ の 時 代 る も も つと 後期 の も の で あろ う 。 
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な い 角 張 つ た 細 片 が あり , 緑 泥 石 や 絹 雲 母 等 を 件 つっ て いる 。 RES REECE x BEE 
が これ を 交代 し 或いは 横 切 つて 成長 し て いる 。 この 様 に 一 般 に 低 度 年 ほら ホル ン フ ェ ルス 化 
を うけ て いる と 認め られ る 六 , HEMBACLET OH Ces © OIE - CHARS ABM 
的 に 生じ て いる 。 

BRS : RERWA (2Va=73°~80°) ・ WRA (An35~60) を 主 成分 と する 暗 緑 色 
の 岩石 で , CONIA RATRUI ROO CHEE (2Vy=53°~59°) - 和 斜 長石 より 成る 
淡 緑 色 脈 状 部 が 件 われ る 。 MEIC BIR AIRRMO PR HRAOMMAAT ELT ARM 
存在 する 。 交 度 は 一 薄 片 内 で も 展 々 変化 する 。 

2. 津野 以 東 

ホル ン フ ェ ルス 化 の 著しい 次, 片 理 ・ 線 構造 共に 不 解 明 と な つて ゆく 。 特 に 氏 畑 以 東 で 
は 著しく , ERBODAD EmMB ORAS EUTHAN TW So 

REBEBHS : 黒白 の 締 が 著しく 粗く な る と 共に 石英 の 分 結 脈 も 多く な り , 伊 良 原 以 東 
で は 片 麻 岩 状 外 観 を 量 す る に 至る 。 灯 度 は 著しく 大 と な り , 例え ば 石英 に つい て 見 る と 津 
野 以 西 で 0.02~1.5mm 位 の も る の が 最大 3mm に も る なり O.lmm 以下 の も の は 少く な 
Bo BP CULCAREF 4 y ク 状 組織 と な り , BE REE RUEGSIS ATS 
PRUE Cs LWRWMOARIER SNEWS, MIRA CLBEROMEA : ON &2E 
Rt SER - PURGES SIENS BRASMVOHREC 集合 体 を 成 し て 並行 排列 
し て いる が , 毛 状 の も の は 見 られ な い 。 殆 ん ど 紅 柱 石 に 伴い 共に 他 の 鉱物 を 交代 し て い 
る 。 カ リ 長 石 は 懲 パ ー サ イト 構造 が あり 不 規 則 な 分 布 を し て いる 。 叉 白雲 母 は 東部 程 大 
きつ っ つ 草 を 増す 。 

SSS : 構成 久 物 の 組み 合せ に は 変化 な い が 尊 度 が 著しく 大 と な り , AKA 15x 
2.5mm, 角 関 石 で 0.5x1.5mm, AG 1.5x2.5mm も の 大 き さ に 成長 する も る の が 
ある 。 D> ZKEVARAICE An25~30 の 周縁 部 を 有する 弱い 指 帯 構造 が 生じ , FRY 
右 の 性 質 も 多少 異 つ て くる (2Vg=68°~73°) 。 双 岩石 に は 斜 長石 を 主 と す る 白色 部 と 角 
関 石 及び 時 に 交 石 を 主 と す る 黒色 部 と が 脈 状 に 分 結 す る 様 に な り , BU BAICISEER A 
麻 状 岩 に 変る 。 この 岩石 に は 石英 の 分 結 脈 を も 伴 つ て いる 。 APTAIS ORNL ERO GE 
ある が , 夷 状 に 大 きく な る に つれ 船 状 組 繊 が 生じ , 片 麻 状 岩 で は 特に 著しい 。 又 片 麻 状 
CsBE HA FI Y BEI DRO SOMBRE SNS. これ 等 に 類似 の も の は 
健一 ) に より 背 振 山地 より 報告 され て いる 。 
以上 の 様 に 津野 以 東 に お ける 変成 岩 の 変成 様式 は 小島 丈 児 * や 松本 達郎 も る 述べ て いる 
RIC ABER LSA LIMO, BARA a Phe mnie k 
る も の に 似 て いる 。 


> 


A 


aE 


* RR TE i Pik SS 
上 述 の 様 に 田川 変成 岩 類 は 津野 以 東 に 於 て 他 地 域 と は 異 る 著しい 熱 変 成 を うけ て いる 。 
これ は この 地域 に 分 布 す る 伊 良 原 花 賠 困 緑 岩 に よる も の で ある 。 
伊 良 原 花 賠 隊 緑 岩 は 中 一 粗 炒 の 塊状 岩 で 流 状 構造 は 一 般 に 殆 ん ど 認 め ち られ な い 。 然し そ 


) 移 催 一 : 九 大 理研 究 報 告 ) 3, 13~20, 1951. 
Kojima, G.; Jour. Sci. Hiroshima Univ. Ser. C, 1 ,1~5, 1954. 


松本 達郎 : 前 出 ) 1951. 
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pp PPP Pe 33 
ん か Pm > 


> PPP PPR EE 


> 


1. 沖積 層 ; 2, Bate: 3. Bec Ameee ; 4. 複 雲母 花岡 岩 ; 5, Pees 
(hha; 6. 真崎 花 賠 岩 ; 7. 落合 花 賠 因 緑 岩 ; 8. 伊 良 原 花 賠 関 緑 岩 ; 9. at 
> VEE ; 10. BRATEREDSEE ; 11. SOME RORRERREUE : 12. 田川 変 
Ree (RBS Ha RA) 


DAV CVS ZEA PCE REAL, し か も 変成 岩 体 と の 接触 画 は sub-concordant で あ 
So 優 黒色 岩 脈 は 全く 見 られ ず , 又 ベ グマ タイ ィ イト 中 に は 鉄 禁 本 楓 石 を 含む 事 が 多い 。 構成 
銚 物 は 倖 長石 (An25~50) : 7) RA BNRA) - BR: RESRUL ERO APA (Z= 
Bi, 2Vq=60°~72°) より 成り , RRR - FIVE BIRGRIRE ARES E 
MS Rinvrad > RM WEN - SARAMBHO 属 曲 等 が 普遍 的 に 認め ら 
れる 。 以上 の 他 此 岩 体 に は 次 の 様 な 特性 が 認め られ る 。 


!) 福 紫 石 を 緑 灸 石 が 縁取 る も の で , SHAM (地質 学会 西日本 支部 会 報 7, 5~8, 1951.) 
VAZEPEA OE eae k BBR Se 3 る 際 の 混成 反応 の 解放 鉱物 と 述べ て いる 。 MES 
は 後述 の トロ ニ = ェ ム 岩 ・ 混 成 ト ー ナ ル 岩 中 に 普遍 的 に 含ま れる 。 
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1. HARA - Aes - ・ コ ー ト ラン ダイ ィ イト 等 の 塩基 性 捕獲 岩 が が 医 し く 多 い 。 こ れ 
ら の 岩 体 に は N40°~60°EN 走向 ・W40°60° (ES OPER ~AMBNGZS 

BSR ° SMBS : 岩 脈 状 の も の か ら 塊 状 の も の 迄 あり , 変成 岩 中 に る 分布 す る 。 
種々 の 程度 の 花 韻 岩 化 を うけ 組成 鉱物 草 比 に も 可 成 り の 幅 が ある (第 2 図 参照 )。 一 般 
に 流 状 構 造 の 弱い も の 程 粗 粒 に な り 所 請 meta-blastic rock) 浴 多 く 生 じ て い る 。 こ れ 
は 極め て 粗 水 で 発達 の 初期 に は 小 脈 状 か プー ル 状 を し て いる が , RCIA MAX VRE 
POG AGICAS RL HS, この 粗 粒 部 中 の 倖 長石 は 細 粒 部 に 比 し 酸性 で 黒雲 王 を 多く 
生じ て いる 事 も ある が , 余り 変化 の な い 事 る ある 。 然 し 角 際 石 は 細 粒 部 (2 Vg=61°~80°) 
に 比 し 生々 2V BANS ¢ (2Va=59°~69°) 7 SAI So MUMBA IIE CORE D 
の > INBAD ABE SEAR (2Va=72°~78°) EtereaeG (AnSC~90) ょ り 
成る も の も ある 。 

コー トラ ンダ イト : 和銅 畑 南部 に の み 見 られ る も の で , FALCANAOZLYVMVAR 


石 は 極め て 少 い 。 角 関 石 は 三 黄 福 , 2Vq=73°~78° CHRD BREE (2 Vy=85°~89°) 
tA (2Vy=53°~58°) €2t 


第 5 図 Mk boss aHoge 


+ ミト + 
BE Sie ape SR ae ee nee 


30m 


D. #eMEHEE; F. MP bo acne; Gd. GREE mMNRE ; 
Tr. mate eME bo = eR; Ap. 半 花 賠 岩 脈 . 


2. EACH EH DIBBA Lo FORD BOMIF RUM CHS. = OAs 
EME DRY A WC, ERE SERA T SRI TEL, 点 在 す る 
所 も ある 。 その 組成 鉄 物量 比 の 変化 は We Be < METER Aiea me bb — Fate 
わた る 。 大 きい lem WEY OFIPYA (2V n= 52°~68°) -AE A (An25~50 で 塩基 性 核 
を 含む ) の 夷 状 変 品 を 含む の が 特徴 で この 中 に は 告 長石 ・ 右 英 ・ 黒 雲母 等 の 粒状 表 を 多 
く 含 ん で いる 。 衣 ら く 混成 に 伴い 交代 的 に 成長 し た も の で あろ 3 う 3。 又 斜 長石 に は 塩基 性 
(An40~75) の 粒状 唱 が 他 の 鉱物 中 に 含有 きれ, 略 々 同 成分 の 内 核 が 酸 幅 (An25~35) 
で 比較 的 均質 の 周縁 部 と 明暗 な 境 で 接し て いる 事 も ある 。 チタ ン 石 ・ 神 偽 石 ・ 神 熊石 一 
BIRGER SENS DEDSRAOER, 岩 体 の 不 均一 性 ・ 産 状 基 他 か ら , この 人 肘 体 
の 生成 に は 分 化 作 用 より 塩基 性 岩 の 花 答 図 緑 岩 此 に よる 混成 化 を 考 える の が 良い と 選 う 。 


田 2) , 


この 混成 化 は 現 位 置 で な く よ り 深 処 で 行わ れ も た も の で あろ う 。 類似 の 現象 は 阿武 険 


1) 日 高 ・ 隔 武 隈 ・ 領 察 等 の 変成 英 の 塩基 性 岩 に 普遍 的 に 認め らち れる 。 
2) PIE : 京 文理 大 研究 報告 1, 32~40, 1944. 
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ro | 
{ mm 
owe 
1. GEG - ATRESIA VY 72 VR, 2. fA RS, 9. Ne POR 
rep, 4. cut i}, 5. ARE, 6. als 7. BE 
状 ト トー ナル 岩 , 8. FRIAR (pr. HA, . fai, b. Bee: 


ea ee ee SERA) 

北上 り 等 で 報告 され て いる 。 な お この 地域 に は 以上 の 外 細 粒 の 塩基 性 トロ = ェ エム 岩 脈 の 
分 布 が ある 。 これ は halen & Lt < AIRE ANB Ze EAC db DS AS ara Fal 
FRA ETL SNE COREL 7G O 性 質 等 は 後述 の 粗 粒 塩 基 性 岩 に 伴わ れる 脈 状 
POS WAV AMO CC, TE < PENI RE BIR HS ERDHNAS}|B, TOP 
題 に つい て は 他 の 機会 に 検討 する 事 と する 

3. 以上 の 外 混 成 帯 で は 塩基 性 捕獲 岩 と ‘ea EOPCAPALD bo = = 2A IORI RS 
ERA Cur (85 5 BM) ol HICD % Dik KGW” - PYERBE > - FRBNY) 等 で 報告 され 
Cee = DANLBE PCH 6 As 75 Fin AER & ASL 和 倖 長石 に 塩基 性 内 核 の ある 事 と 視 


1) 鈴木 源 夫 ・ 地質 , 58, 1~16, 1952. 鈴木 泊 夫 : 地質 , 60, 349.355, 
1954. 2 hee mer 39, ie 1938. 

2) 小 出 博 : 東大 農学 部 演習 林 報 告 , 1942. 

3) 牛 来 正夫 : 地質 , 54, 636, tee 

4) 春日 井 昭 , 山田 殴 一 , BARR : 地質 , 62, 250~260, 1956. 
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RA—-RRAO PRINCES SRR SS. 一 般 に 伴う 皇 獲 岩 の 変 成 度 に 応じ て ロニ = 
エム 岩 の 組 成 も 変化 し , 前 者 が 粗 灯 で meta-blastic rock の 多く な る 程 後 者 も 畑 素 で か 
つ 優 黒 質 ・ 塩基 性 と な る 傾向 が ある 。 

以上 の 点 か ら 見 て 伊 良 原 花岡 隊 緑 岩 は 他 の 白 醒 紀 花 瘍 岩 と は : 可 成り 異 つ た 性 質 を 有 し 
て いる 事 が 分 る 。 田川 変 成 帯 に は 従来 領 寮 や ABBA NS RAO RE 
は 知ら れ て いな か つた 。 ARB EIRO GF RETEMPNRE OWE LY COMBS} ATU 
期 の 深 成 活動 の 行わ れ た 事 が 略 々 確 順 と な つた 。 な お 富田 教授 こよ れ ば 含有 ジマ ルコ ン の 
色 は 領 察 花 國 岩 に 対比 され る と の 事 で ある 。 

ま と め 

1. 田川 変成 幕 は 黒雲 母 片 岩 と 小 い 岩 床 状 角 隊 岩 より 成る 。 そ の 構造 は 中 帯 と 南 帯 と で 
状 し く 異 り 両 者 は 背 欠 状 連続 体 で あつ た 可能 性 が 巻 え られ る 。 

2. Be cam eteNees - PRR me Naves RAR - RIGA - Mo 
料 黒 雲母 花 悦 岩 ・ 複 雲母 花 賠 岩 等 が 伴わ れる 。 

3. 論 変 成 は 伊 良 原 花 論 困 緑 岩 に よる る の を 除き , fhickMn ds BReChS. 

4. PRR tes LoRAA MeL, BU BRGRSEFP RUNES - BE 
es ルン フェ ルス に , 角 隊 岩 は 角 隊 片 麻 岩 に 変化 し て いる 。 

5. EUR (es Wikies BEACON ECR L CWC, PAE at 
ries BDnSo 

- et り , 研究 の 始め か ら 種 々 御 指導 ・ 御 鞭 拓 を いた ゞ いた 九州 大 学 富 田 達 教授 
松本 達郎 数 授 ・ 竹 子 田 定 勝 助 教授 ・ 唐 木田 芳文 学士 に 厚く 御礼 赴 し 上 げ る 。 


岩手 県 野田 玉川 鉱 出産 ハウ スマ ン 鉱 の 化学 成分 


Chemical composition of hausmannite from Nodatamagawa 
mine, Iwate Prefecture. 
K 森 Fe 一 (Keiichi Omori)* 
長谷 川 & (Shuzo Hasegawa) * 


(tI 


岩手 県 野田 玉川 鉄山 より 多数 の 興味 ある HORE T SRSA COKRK LOT 
BENT BEES 同 鉱山 産 の ハウ スマ ン 銚 を 主 成 分 と する 鉄 石 か ら ハ ツウ スマ ン 鉄 を 
分 離し て 化学 分 析 を 行 つ た の で , これ 等 共生 讐 物 の 簡単 な 記載 と 共に この 結果 を 報告 する < 
DU AT Y Miss h LIA OBBCRAE, HOMUEMD bd AACRINMKEOT, 
近年 多く の 滴 俺 鉄山 か ら そ の 産出 が 報 ぜ られ て いる ゃ ものの), 化学 分 析 を 行 つ た 例 は 少 い 9。 


* 京北 大 学 理学 部 岩 鉱 教 鶴 

1) 渡辺 武男 : 鉱山 地質 , 7, 87~97, 1957. WRB, 木村 守 弘 : 鉄山 地質 , 4, 46, 
1954. HAP: AKOTY AVG, 104106, 114, 1952. 佐藤 明 , mR 
和田 利雄 : 鉱山 地質 , 7, 1321, 98.103, 1957 
2) 下水 晴雄 : 地質 , 55, 77~83, 1949. 大 森 落 一 , RAINES, ARE: BH. 
36; 65~72, 1952. 
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本 鉄 石 は 肉眼 的 に は 黒色 統 密 の 粒状 


HO RGACH So VAT Y Kit 
BRO RAK SREB SRE 


= 
に 
硝 


oe 


し い 。 共生 鉱物 と し て 白色 な いし 灰 
色 の テ フ ロ 石 , By Wy BABA 
見 られ, 叉 ルー へ, SARS ic 
FARR E ARS FREER O RT YT 
BERS BD 6 N70 

この 薄 片 を 頭 微 鏡 下 で 観察 する と 


(第 1 図 ) ハタ ウス マン 讐 は 径 1~2mm 


の 
L 
5 


AURORE ee L, BSBR DSIRE 
, BARBALEL, 多 色 性 は 極め て 
く , 交叉 = コル 間 で は 複 屈 析 が 認め 


(A), tee v FY EK(M), F7 
5 G(T) RUB 3 v Hv GK(R) の 共生 


られ , BRRARRMEERT ONL HS. Bey HY Mie 1~2mm OX BVARE 
し て 散在 し , BEM C, 緑色 透明 等 方 性 で ある 。 テ フロ 石 は 0.5mm, 以下 の 小さ な 
状 を な し て 存在 し , ZEEORME NV ATV ERABL, Bev avMirn7 nav B 


球 
の 


結晶 粒 間 に 存在 する 。 


ASME © bye L Tas 0.2~0.5mm OREO OVPRIL RE, 
BOF TAUB, BLY AY REEREL, 
思わ れる 部 分 の み を 約 1.58 選別 し , LB CLE 


TRUER 2 7T O TAR 


TRV COURIER PE CAT ATV MORE 


SOWIE CO つて か ら 化 学 分 析 に 供 


Lito 比重 折 で 測定 し た 比重 は G4: =5.805 で あつ た 。 
試料 0.5g を 奈 発 皿 に と り , HCl 10cc と HO0。 一 滴 を 用 いて 完全 に 溶解 し た 後 , 奈 


we 
FS 


Fay 


Ca の 分 離 は 臭素 法 に 従 つ た 。 MO 


の 


す 


定量 は 夏 酸 ソー ダ 法 を 用 いた 。 
化学 分 析 の 結果 を 第 1 表 (1) OR 
0 ££) SiO, F7 BR, 


KX CO, ey Hv Sic HRT S 


も 


の で OC VS 相当 ずる 


A LNA eH Leo Mn と Fe, Al の 分 離 は 塩基 性 酷 酸 塩 法 に より , Mni Mg, 


MnO, CaO を 除き , XZ Al2O。,TiO。 
は 少量 な の で 之 を 除外 し , BOOM 
分 の 原子 比 を 求め (8 1358(2)), = 
れ よ ょ より ハウ スマ ン 讐 の 化学 式 を 算出 
FHL (MNo.99 eo M&y.03) 3.04 
Og.oo と な り , Best Mn,O, ick 
< —BrL TwrSo 

AGKO REY, RHEE 
えら れ た 野田 玉川 鉄山 藤本 和伸 所 長 
WO P EEE, FARO RICAS 
ZT So MAISTO — BCA 
TREO AWS Ni 


. 


Re F 


a 


y 


rm 


第 ! 表 ハウ スマ ン 鉄 の 化学 成分 
(1) (2) 
Wt 9 Atom. prop 

MnO 90.87 Mn 1256 
© 6.32 
MgO 0.47 Mg 1 
CaO 0.18 Ca - 
Fe,O, 0.74 Fe 9 
Al,O5 0.05 Al = 
SiO, 0.56 Si = 
TiO, 0.02 Dt - 
CO, 0.31 ic - 
H,O(+) 0.14 OP PIG7 7 
H,O(—) 0.13 
ZnO none 
BaO none 
Total Se TNS, 

Ge 5.805 


2 


録 


ーー シン ニン ンジ 


鉱物 学 BEBO aa 


8057, 繊維 亜鉛 鉱 - 硫 カド ミ TLR 
Hurlbut CS 

He Tsumeb 産 の 本 系 の 中 間 成 分 
を も つ 三 個 の 試料 に つい て , 化学 成分 と 
物理 性 と の 関係 を 求め た 。 そ の 結果 wu- 
rtzite-greenockite Myce HurT, 比重 , 
屈折 率 , 格子 恒 数 等 は CdS の 増す に す 
れ 直 線 的 に 増加 する こと が 判 つ た 。 試料 
MRE Cd: Zn EE が (A1.5 58;4, 
(2) 54.2:45.8, (3) 57.6:42.4 o= 
種 で , Alki B BEALE So 
i» ARR T S BIS CdS が 増す と 
青色 か ら 赤 色 に 向 つ て 変化 する 。 (Am. 
Min., 42, 184~190, 1957) [長谷 川 〕 
8058, PIVNEBBSY ENA 
Hurlbut, GS; Jr 

ER v 9 VG Bi(Ta, Nb) 04% 1929 
ET TV UOBEVAVYIDNT SIZ 
ト か ら 産 し た も の が 唯一 の る の で あつ た 
が , 北西 ブラ ジル の Acari OMe HrieH# 
に 見 出さ れ た 。 こ の ブラ ジル 産 の も の は 
径 2 インチ 程度 の 円 奏 状 を な し , BAT 
比重 は 8.84 CHS, %=2.388, B= 
2.403, Y=2.428 (List), 2V=80°, 
X=a, Y=b. 化学 成分 : Bi,O, 48.98, 
Sb,O, 1.76, Ta,O; 46.45, Nb,O, 
1.26, Fe,O, 0.94, SiO, 0.16, ZnO 
0.38, MnO 0.11, Ig.loss 0.62, #f 
100. 66, FIR : ay=4.97A, bo= 
11.80, co=5.66, (Am. Min., 42, 
176~183, 1957) [長谷 川 
8059, Montana W.Wilson 鉱山 の 
二 次 ウ ラン 鉱物 Emerson, D.O., Wri- 
Sits “Ely D9 

右 英 モ ン ゾ = 岩 中 の 石英 脈 中 に 少量 の 


BAGG, 方 鉛 鉄 , 図 亜鉛 鉄 , BEM BOkse 
と 共に , MAENONY 7 VERSES EH, 地 
AIM Cit, 地表 水 に よ つ て 生成 
され た 多く の 三次 ウラ ン 鉄 物 を 産 す る 。 

Meta-torbernite 族 の 鉱物 と し て は , 
meta-autinite (Ca-uranylphosphate), 


meta-uranocircite (Ba—), meta-tor 
bernite (Cu—), meta-zeunerite (Cu- 
uranylarsenate) 4235), その 他 粉 状 
gmt LC uranophane, 8B-uranop- 
hane .Ca(UO,),(SiO,).(OH).-5H,O, 
phosphouranylite Ca(UO,),(PO,)>. 
(OH) 4:7H,0, ARASKX (BAKE) 
及び gummite SF HFS. ZEORM 
VIDS CREAE 22 A AAG & 行 つ て い 
る 。 分 光 分 析 の 結果 , meta-torbernite- 
meta-zeunerite 聞 で ishmorphous —& 
換 が 行わ れ , torbernite 族 人 鉱物 を 産 し 
な いで , meta-torbernite fegKn e HET 
る も の は , BHRUBMKAORRY be 
われ る 。 (Am.Min., 42, 222~239, 
1957) LRA 
8060, 炭酸 銘 の 熱 分 解 Peretti, E. A. 
粉末 の 試薬 PbCO, を , CO, 気圧 の 調 
整 出 従 る 電気 訪 で 加熱 し その BA & BR 
討 し た 。 そ の 結果 , MOBO AAMAS 
み ら れ , 1 気圧 CO。 の 下 で (1) の 反応 は 
263°, (2) 389°, (3)438°C MIRE Cy 
われ る 。 (1) 2PbCO,=PbO-PbCO,+ 
CORT GA) 3(PbO-PbCO,)=2(2PbO0% 
PbCO,) +CO,, (3) 2PbO-PbCO,= 
3PbO+CO,. 各 反 応 に た 於 いて 1/T ( 絶 
対 温 度 ) と logp の 関係 を 求め る と , 両 
者 は 直線 的 の 関係 に ある 。 (Am. Cer. 
Soc., 40, 171~173, 1957) (BAI) 
8061, 新 鉱物 kingite Norrish, K., 
Rodgers, LE YR, Shapter,- RoE. 
ae] Robertstown Bee te Gk pe a 
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yw nodule EL CHU. RwAS HR 
Ogkinx Al OBR PARE CHB CR 
定 さ れ , 同国 鉄山 局 の 地質 学者 D. Ki- 
ng 氏 に 因 ん で Eingite と 名 付け ちら れ な た 。 
Kingite の 比重 は 2.2~2.3, 平均 屈折 
率 は , 1.514°CBS 化学 分 析 の 結果 は 
Al,O, 32.25, PO0; 28.93, FeO0.85, 
H,O 38.32 2F O08806S で 人 作 学 至 は 
Al1,0- Al(OH) 5-P,05-9H,O に 相当 ず 
Bo 154°~163°C で 一 部 脱水 し , meta- 
kingite (Al,O,- Al(OH) ,-P,O;-4H,0) 
と な る 。 文 線 粉 末 写 真 で は 7.4, 5.02, 
3.19A の 所 に 強い 線 が 現われ る 。 (Min. 
Mag., 31, 351~357, 1957) (BSI) 
8002, Broken Hill 鉱山 産 pyros- 


malite Stillwell, F. L., McAnd- 
rew, J. 


党 州 New South Waes 3] Brocken 
Hill OFM RIC SUI PIL, その 
量 は 少 い が 普 偏 的 に pyrosmalite が 存 
HES So VRMEEEL, 径 3cm, BS 
1.5cm に 達する 自 形 の 六角 板 状 結晶 を も 
産 す る 。2 個 の 試料 の 化学 分 析 の 結果 か 
ら , 夫々 の 化学 式 は (Feo.55 Mn。o.ao Zn 
0.02 ©Ag.o2)s Sig O13 (OHL, CD) jo 及び 
(Mno sa Feo.32 ZNo.0s Cap.o3)s SigQrs 
(OH, C1) jo 1H,O で あら わ さ れ , 前 者 
® Mn: Fe ti 2:3 @ w=1,570, = 
1.639 で ある 。 BHO Mn: : Fe は 2:1 
CG o= 1.664, e634 で ある ae 
に Mn 及び HO BMT Sb BRR 
HEFL F So OM pyrosmalite 
は 方 鉛 鉱 に 伴 つ て 産 す る こと が 多く rho- 
donite, knebelite, bustamite, man- 
gan-hedenbergite 等 の 含 鉄 填 酸 満 俺 鉱 
物 が 水 和 作用 と 塩素 の 導入 を 受け て 生成 
SHIEbOCHS, (Min. Mag., 31, 
371~380, 1957) (RAID 
8063, HFKRORRARAPOME 
BOMB UK 


ABRFERAKND BREAN eH 
に 属す る , いわ ゆる BREKRAMONR 
230 個 と , 同 地 第 三 紀 の 火山 岩 中 の 16 
HOMEBAD, CSVWEBt BEMRE 
CREEL ito COMBMABME An 13 
~95 で 前 者 は 低温 型 , 後者 は 高山 型 に 一 
致し , 変成 の 進ん だ も の で る も,Carlsbad, 
albite-Carlsbad ROB, 火成岩 
FEPBPBDOR, Malbite-Ala BAER 
は , 従来 の 報告 に 反し て , Bia - ke 
岩 を 通じ て 普通 に 見 られ , €O Kohler 角 
は 成分 に 対し て 鋭敏 に 変化 する 。 叉 双 品 
OMS CPs, 成分 に よ つ て こと な り , 
albite-Ala B 双 品 は An30, An70 前 後 
即ち Cole ら の 転移 点 近 いも の に 多い 。 

叉 変成 度 が 進む に つれ て , 複雑 な 双 品 が 
消え る こと な どか ら , MHA HRAER 
後 は 外力 な ど で 生じ る こと は な いと 結論 
RS (Jour. Earth Sci. Nagoya 
Univ., 4, 91~122, 1956) (322) 


J 


8064, RALARBICSITSZAL-SiD 
408 DeVore, GW 


イオ ン 結 合 エ ネル ギー の 相対 的 な 大 き 
さ に も る と ずい て , PEEGO Si-Al order- 
ing を 考察 し た 結果 , AKIO PCE 

An33.3 と An100 が 単 一 化合 物 と 見 ら 
ym, Aes> (An9%)0, 33.3, 43.0, 50.0, 
57.2, 60.0, 66.6, 65.0, 80.0, 83.3, 
100 の も の が , 最も 秩序 化 さ れ や すく , 

最も 多く の short range order を ふく 
ん で いて ,、 容 易 に 結 品 する と いう 結論 に 
達し た 。 そ し 従来 の 分 析 値 1918 oR 
分 頻度 と 比べ て , 或 程度 の 一 致 を 認め た 。 
SU he ine DEO eS エネ ルギー 結合 の 相対 
的 な 数 に つい て 見 る と , 雌 較 的 単純 な 単 
TP SHS COSA, 同じ 成分 で 
も , 複雑 な 単位 か ら 成 立つ て いる も の は よ 
り , 一 層 高 い エ ネル ギー を も つ 結 合 を な 
し 秩序 化 さ れ や すい 。 MAH, BRA, 光学 
性 と の 関係 が 論じ られ た が , た と えば 和光 


i> 
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学 性 に つい て は , 秩序 化 さ れ や すい 成分 
の も の は ほど , 偏差 が 大 きい こと が 認め ら 
れ た 。 (Zeit. Krist., 107, 247~264, 
1956) (a) 


8065, Ireland, Donegal の Arda- 
ra 7 Se4 PEN Akaad,M.K. 
Donegal Jif Ardara の 複合 diapir は 
folding, thrusting, shearing 等 に よ つ 
て 既存 岩石 を 強く 周囲 に 押し 開 げ て 形成 
され た も の で , その 六 入 岩 体 は 粗末 の to- 
nalite (224 tonalite は 相当 量 の k- 
feldspar を 含む ) の 外 被 に 包ま れ た た gra- 
nodiorite の core か ら な る 。 北部 で は 
core の 外側 は 混成 作用 を 受け た quartz- 
diorite か ら 成 る が , 南部 で は それ より 混 
成 作 用 の 少 い granodiorite より 成る 。 
ZEA RU tonalite tx & ¢ foliationzs 
発達 し て いる が , core の 中 心 部 は 未 混 成 
の biotite-granodiorite より 成り foli- 
ation を 示さ な い 。 岩 体 が 現 位置 を 占め る 
に 至 つ た の は 既成 の thrust MICOT 
(oa RS SRO Lire BIC LOCH 
£0, 40BRSEVRAEBEO com- 
plex} complex が 可動 性 を 持つ た 
部 分 と の 接触 部 に 導入 し た も の で , Bat 
を 皮膜 と し て 上 方 に 押し や ゃ や り 固 結 し て to- 
nalite 膜 を 形成 し た 。 塩基 性 岩 類 と 混成 
し た 岩 此 は 之 の 皮膜 内 に 集中 し て quartz- 
diorite を 作 つ た 。 新しい 未 混 成 の 花 税 
Aes LAL CA TERBRRED core & 
KY AHOBAD BRMBRULNOEW 
distortion の 原因 と な つた 。 末期 に 固 結 
し た 混成 岩 体 が 垂直 に 上 昇 し て diapir を 
VED7zo (Quart. Jour. Geol. Soci. 
Lon., 112, 263~290, 1956) [植田 】 
8066, Montana Boulder JR Kn- 


opf, A. 

Boulder FRA#@(k BY F — [RIOT 
Mullan Pass か ら 北 方 へ Montana hy 
Butte . 南 方 20 mBxeH 70 MICA APRA 
岩 体 で ある 。 AER 先 カン ブリ TH 
(Beltian) か ら 後 期 白 聖 紀 まで の 地層 中 
BASS. 最も 若い 被 賃 入 岩 層 は 安 山 
岩 質 , タリ 質 岩 , BREE (SUYE, b 
スカ = 岩 ) 及び それ に 伴う KBB 
PHMSo Kil BO —MBrx Nioberara 
ROR RAH C, 一 部 は 陸上 噴 山 し 類 
結 澤 灰 岩 を つく つた (多分 後期 Montana 
時 代 ) 。 最後 の 火山 活動 後 す ぐに 最初 の 
激烈 な Laramide 造山 運動 が 本 地域 に 押 
寄せ た 。 最近 の K-Argon 時 代 決 定 法 に 
ょ つて 本 度 般 の 最も 妥当 な 時 代 は 8.7 千 
Fe & (MAB) と な つた 。 ARB 
2G AMACEO BAIBRRHX (1) Union- 
ville (Emi ies (GE SARTRE TE BS 
Dia) (2) Clancy fem Paine (3) BER 
ttm tNtea (4) REBT ¥ 2078 (5) 両 
=ei(iiee C, TF PAW he F774 
ト は 多数 あり , BRA RIBIETH So 
本 族 毅 及び その 分 岐 体 は 広い 接触 変成 帯 
を つく る 。 Helena FBR OA 
ら 最 大 | PRGSGANA, wa VY 
フェ ルス 化す る 。 MdYMVAMESEM 
BB, BER, 徴 パ ー サ イト ホルン フェ エル 
ス で ある 。 FAA AcE Ra ie 諸 所 に A 
灰 岩 捕獲 岩 が あり , COMM CMR e 
BC (hOB CABARET CA 
を 分 解 し た と 老 え る 様 な 証拠 が ある 。 こ 
DESYHEEXSVE EO VAY BMS 
られ た 。 即ち Priests Pass 優 和 白質 モン 
Y=#2RU Helena MALICE 
緑 央 から な る 大 きい stock の 中 程度 アル 
wyY #25 Montana 市 東部 の 雷 石 ショ 
ン キ ン 岩 の 様 な 強 ア ルカ リ 岩 まで の も の 
PEN 725 (Am: “Jour, Sem, 255, 81 
~103, 1956) CFI 
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8067, Kilauea 火山 の ピク ライ ト 玄 武 
# Muir,I.D., Tilley, C.E. 

本 文 は ハワイ の 去 武 岩 の 成 因 研 究 (1 
Il) の 中 の 第 1 報 で , Kilauea 火山 の ト 
ツレ イア イト 質 ビ クラ イィ イト 去 武 岩 及 びそ 
DBERE 受け た も の に 就 い て 詳し い 岩 
AVHRR L, 新 化学 分 析 値 (RG 
“RE 2 個 , WG 4 個 ) を 加え , 特に 
煙 石 の 成分 に 基き 成因 を 論じ て いる 。 初 
め に 超 鉄 苦 土 成分 の 岩石 の 分 析 値 6 個 を 
BF SiO,—MgO 変化 図 に 点 示 する と , 
それ が 税 橋 石 (Fog』) と 1921 年 及び 先 
SRE O BNE LR & 結ぶ 線 の 範 
囲 内 に 入る 。 次 に Kilauea カル デラ の 
Uwekahuna Bluffmsethe, Nanawale 
¥ Punawm 1840 42, Kilauea 1924 
FDA BOCT 74 }ERERE Ha- 
lemaumaug 1924423 rh Oth (ee 
TFA) ERB) OFC RRA (AK 
biG, BAA, A) OTE A 
質 及 びそ れ に 相当 する 成分 を 挙げ る 。 共 
FEF SERMD Fe (atom) を 比較 
L, それ 等 間 の 相対 的 Fe 濃度 を 示し て い 
So MgO-FeO-SiO, KER Clk FeMg if 
A LAPS SHEA kN Mgicz 
し い 。 RU ESOMB AIL ET SRE 
HE k ORC Mg に 富む 。 こ れ は 共存 
する 模 要 石 が 初期 結晶 と し て 分 離し た 平 
衡 関係 に な い 事 を 示す 。 こ の 事 は 岩 柴 か 
ら の 結晶 作用 の み で な く ZAREK 
て る も 同様 で ある 。 変成 作用 を 受け た 撤 負 
物 は ホル ンプ フェルス 構造 の 石 基 中 に 両 糞 
右 同 時 品 出 を 示す 。 光学 的 性 質 か ら 単 斜 
輝石 は Fe に 富む 事 を 示す 。 又 導 呈 標 橋 
石 の 周囲 に は 磁 鉄 鉄 , SR RR AG OT AS 
生じ て いる 。 FORMAL T SE 
基 の それ より Mg に 富む 。 こ れ 等 及び 療 
FOKGUE, AMS POWs En-Fs- 
Hd-Di 図 に 点 示 し て お り , BREDOY 


の が Fe に 富む 事 を 示す 。 

Kilauea ZR TE SiO。 に 飽和 
LiBtite > HEE (CRNA, & 
RA) OMHREK KOC, SRB 
を 分 化し た と 解す べき で ある 6。 (Am. 
Jour. Sci., 255, 241~223, 1957) 

(TE) 


8068, 花 賠 岩 の 暫 定 的 再 分 類 Chayes, 
F. 

現在 loose に 使用 され て いる granitic 
rock の 範囲 を 規定 し て , modal analyses 
に より mineral composition を 決め 主 
成分 鉱物 の quartz(Q), alkali-feldspar 
(A), plagioclase(P) の 相対 量 か ら type, 
class, sub-class に 分 類 し , 乏 を 記号 で 表 
わす 事 を 提唱 し て いる 。 著者 は granite 
の 範囲 を colour index 2096 以 下 , quartz 
20~409 (容量 ) の plutonic rock に 限 
定 し , P 又は A の どちら か が 全長 石 の 
1/9 PFOOOe type 1 tL, ZOW 
PML A TEKDETFSIOE ENF 
AU class iP sys VASE aise ey 
が 全長 石 の 9/1 と 1/9 の 間 に あ る も の を 
type II &L P/A®9/1~3/1, 3/1~ 
1/3, 1/3~1/9 ORK HS も の を 夫々 
class IIP, II*, ITA C#ib7, Q,A, 
P Ones rR 12,8 SU, 2 om 
分 の 三角 図表 で 決定 され る 9 CORN 
中 , 例え ば P>A>Q HHO AO* 321 
の 記号 で 表 わ せ ば colour index 10 の 
type II ® granite (x 11(321),) C# 
わす 事 が 出来 る 。 有色 鉱物 も 記号 で 表 わ 
さん と する 時 は b/m II(213);, の 如く 
表 わ せ ば biotite>muscovite, colour 
index 11 の granite +R, Moses 
IP, IP, II* に 属す る granite yx 
® trondjemite, granodiorite, adam- 
elliteD ZAR AY CHS LEB _(Geol. 
Mag., 94, 58~68, 1957) [植田 
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金属 鉱床 学 


8069, Montana yj Baulder ge 
中 の Lone Eagle ウラ ン 鉱 床 Wright, 
H.D., Shulhof, W.P. 

Lone Eagle 鉱床 は 黒雲 母 一 石英 モン 
VaHBROKRY TYREE ASRS 
CHS. 脈 は 東北 方 向 , 垂直 ~47°SE 
で , 市 24 WCHL, AO FY, Ais 
卓 及 び 徴 唱 の 石英 , BRM, PRIA, 方 
Sok, RA RURBRIKEN RS. BE 
SIRNA, BIkBSe sz, RVEA, 
HS, ABS ( 絹 雲 母 と は 大 き さ で 区 
別 し , 0.25mm 以上 を 白 圭 母 と し た ), カ 
ォ オォ リン , BRK, 方 解 石 , 石英 , 赤 鉄 鉱 ?, 
REE 及び モン モリ ロン 石 を 認め る 。 方 
FOB IOO % OD (FRAGKA) と , Bem 
く , BABIEDS BBKEDLO (FH 
SB) と あり , Bis awe My 
VRRLE4EL, WMiaZeh pic 無 定 形 に 生 
ずる 。 

By zy Phils 3 種類 あり ,A は 2.0 
mm VOT ARRE RL, 比較 的 か た く 
黒く で ツチ 状 光 沢 を 有する 。 Bis, 
ZORReFEL, 或いは 徴 品 石 英 と 共生 し , に 
SWIHRB HS CUBMRME DEB, 
BULA Fv GRE RBL CET So これ 
等 は , KU 7v HE AMBKAMR 6 aH 
LEMERMe, BB は それ が 酸化 し た か , 
後 の 鉱 液 に より 落 解 , 再 沈 滋 し た も の , 
C は 地下 水 に より それ 等 が Bic BYR L 
た る の で ある 。 RAAB th 
卓 石 英 は 強い 放射 人 秀 と 一 致す る 関係 が あ 
り , 探 久 に 利用 され て いる 。 SRK 
物 は , ADELA SRR BGO fa, 
BS RPULWOAR, Ciricive < BEE 
用 , ZOBOBMBREEIS Ay 7 vg 
RUBE RHUCMOUMROICH So BK 


PRIX A BOK PERIZ RT Bo (Econ. 
Geol., 52, 115~131, 1957) [éeé&~} 
8070, Queensland, Mt. Isa-Clo- 
ncurry 地方 産出 の Davidite Lawr- 
ence, L. J:, G. TT. 'See; Fiona Mcbride ; 
Hans Hofer 

この 地方 の ウラ ン 鉱 物 は Archaean 及 
び older Proterozoic の 竹 々 の 岩石 中 に 
pEL, uraniferous allanite, branne- 
rite 及び davidite が ある 。 davidite 
は Argylla series DR BRUSH 
に 生じ , 少量 づ ゝ 広く 分 布 す る 。 これ に は 
野外 で 3 種 あ り 1 っ つま は SBRARR IRE 
面 で 酸化 され 難く ぐ , ARB ODE LB 
色 方 解 石 中 に RRICEG SZ 第 2 の も 
の は 金属 様 灰 色 で 不 規則 破 面 を 呈し , 多 
Cth HRA Reel, 母 岩 は 諸 巻 で ある 6 
第 3 の も の は 暗 灰 色 ~ 灰 黒色 で 少く と も 
この 中 に 2 成分 合 ま れ , FORDER 
ある 。 これ は carnotite 及び gummite 
に 変化 する 様 で 最も 研 座 し 難い 。 何れ る も 
多少 の チタ ン 鉄 鉄 そ の 他 を 伴う が が, チタ 
Y KOLB 1 の も の は sub-graphic 構造 
の exsolution bodies と し て 見 られ , 第 
2 の も の は 初め に 出来 た 列 引 に davidite 
か ら unmixing に より 分 結 し た 様 で あ 
り , 第 3 の る も る の は davidite が チタン 鉄 
鉄 を 交代 し て いる 。 第 3 の 場合 の チタ ン 
Peeks davidite に 接する 所 に 連続 的 に 
fringe #40 THY, これ は Ramdohr 
に よれ ば , radio-active halo G, A 
AM CLRAD FL OCHE LAI 0 

davidite は この 地域 附近 に 火 成 活動 を 
示す 様 な 現象 例え ば OBA, 石英 脈 等 が 
全く 見 られ ず , HARRY それ に つ ゞ さく 
広域 変成 作用 に よる と 考え ざる を 得 な い 。 
(Econ, Geol., 52, 140~148, 1957) 

[鈴木 

8071, Alizona, Monument No 2 
鉱山 ウラ ン 鉱 の 構造 支配 Finnell, T.L. 
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ARLES S, Baeohere 
に , GRYL, 交代 , FRE SLT 生成 し 
て お り , その 産出 鉱物 は tyuyamunite, 
カル ノ オ 録 , becquerelite, corvusite, 
Peay hay EN 
rauvite, B97 7YRECHS. ASKIR 
は , Laramide 人 造山 作用 に 起因 する 断層 , 
角 三 帯 と 密接 な 関係 を 有 し , 前記 造山 運 
動 に よ つ て 形成 され た 垂直 断層 に 治 つ て 
上 昇 し た 鉄 液 が 高度 に 浸透 性 を 有する 角 
硬質 砂岩 , PRBS O WORE BC RETR 
し た も の で , その 上 部 の 泥岩 層 は 路 岩 の 
役 を な し て ウツ ラン 鉱床 が 生成 され た も の 
と 思わ れる 。 (Econ. Geol.,52;25~ 
35, 1957) (eRe) 
8072, 室温 に 於 て decrepitate する 
#46 Dons, J.A. 

重 品 石 は Norway, Kolbu の middle 


て 


Ordovician Ogygiocaris series の 頁岩 


中 に 含ま れる 石灰 岩 団 塊 の RHRILAK 
に 産 し , 玲 積 当時 堆積 物質 中 の Ba we 
の 周 結 過程 中 に 置換 作用 に よ つ て BRL 
た る の と 思わ れる が , 併 し Holtedahl は 
循環 水 に よ つ て 運ば れ た 二 次 的 成因 が 療 
AENZEKRI 

重 品 石 は 通常 0:01~0;04mm OA 
則 形 態 及び 0.02mm 程度 の 球状 形態 の 
包 裏 物 を 多量 に 含み , 前 者 は 不 規則 に 重 
卓 石 に 散在 する が 後者 は (210) 方 向 の 結 
mea RIL CS ONS 
物 は 通常 ガス 或 は 液体 の B— JS CHS 
れ , これ を 燕 溜 水中 で 加熱 する と 30°~ 
40°C で 強烈 に decrepitate し 包 裏 物 の 
約 10 倍 程度 の 大 き さ の 発泡 を みた 。 包 裏 
物質 は BaOH 深 液 中 で の decrepitation 
に よる 折 濁 で の CO。;』 更に 粉末 化 に 際 し 
て 発する HS の 臭 味 で 各々 その 存在 が 
認め られ , Feigl は KCNO+H,O--KCN 
+S に 基 い て 水 の 存 在 を 確か め た 。 
decrepitation 温度 を 25°C, 更に 包 裏 物 


質 が 水 と 同性 質 を 示す と 仮定 し て TOR 
上 唱 石 生成 条件 を Kennedy が 水 の 沸騰 点 
と 地殻 の 深き と の 関係 を 示し た 直線 の 基 
AEDS 100°C-0m の 点 を 25°C-0m に 変 
えて 画 い た 平行 移動 直線 と 地下 増 温 率 の 
直線 が 交わ る 点 よ り 求 め 45°C-1250m と 
算定 し た 。 併 し 包 裏 液体 の 性 質 の 変化 に 
ょ っ つて その 値 は 当然 変化 する と Bon 
Bo WA decrepitation 温度 が 80°C じ を 示 
す も の が ある が , これ は 本 来 異 つた 生成 
温度 を も つも の か 或 は 同 条 件 で 生成 され 
Th NIRA KARMEL SB de- 
crepitation jar ho ¢A5 Walle 
原因 する の か 不明 で ある 。 HUMERE 
は か な り の 低温 で 生成 され た の だ ろう 3 。 
(Norsk Geol. Tidsskr., 36, 241~ 
248, 1956) (BR) 
8073, Ontario, Cobalt 地区 の 半 花 
MStLHETSZAINV SERED 
Sampson; E., Hriskevich, M.E. 

FER ARBRE Keewatin % Cobalt 
series OEMS PICBALT BREE 
岩 中 に 存在 し , N-NW O¢ CARH 
Be Sor 1 財 ~! OR, 延長 400 PREG 
DARE DROS MRR MISE 
石 , 石英 を 主 と LSRRM TOMB 
物 よ りな り , NagO+KK。0 5% 以 上 の 分 析 
値 を 示す 。 金属 鉱物 は この 脈 に 伴 つ て 不 
規則 脈 状 , SBIR U Gay FERE L LT PE 
し , 共生 関係 は 脈 毎 に , skutterudite, 
gersdorffite, rammelsbergite, nicco- 
lite, 次 に pyrite, glaucodot, cosal- 
ite, 更に glaucodot, pyrite, chalco- 
pyrite, tennantite, bismuthinite = 
の 如く に それ ぞ れ 異 つ た 鉱物 組合 せ を 
示し , 各 脈 中 で は 略 こ の 順に 各々 唱 出 し 
Ro MMR Elkpyrite, chalcopyrite, 
niccolite を 除い て 小型 カメ ラ 使 用 X 線 
粉末 写真 に よっ つて 決定 し た 。 

この 成因 に 関し て Bastin HAR 


抄 


の 分 化 に 無関係 な 熟 水深 液 と し て いる が 
SAE (EM eM RODO BORE 
岩 に 分 化し た EB RAO AZ LA 
の 層 中 に 未だ 発見 され な い 事 , 接触 部 に 
於 て 交 緑 岩 が 充分 固 結 し な い 前 に すでに 
fim eS LI 形跡 が あぁ る 事 , 更に 
HERE OSHET VAY 残 液 が 半 花 論 岩 脈 
の 成分 と 特に アル カリ の 点 で 対比 出来 る 
事 等 より , これ 等 小 脈 は tholeiitic Hag 
の 晩期 分 化 に 関係 が ある と 考え て いる 。 
この 事 は 当地 方 に 発達 する コバ ルト 一線 
SKURAS tholeiitic B41 OD PKL CBE 
暗示 する と いう 。 (Econ. Geol., 52, 
60~75, 1957) Car) 
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8074, ミミ シシ ツ ピ ー 河 デル タ 周 縁 の 堆 
積 物 Shepard, F.P. 

ミ シ シ ツ ピー 河 デ ル タビ BRED 
早く , 又 堆 病 の 様相 が 地 向 斜 性 の 特徴 を 
る つて で てい る 点 で , これ 笑 多 く の 科 学者 に 
よ つ て 研究 され CWS CORO AN 
は デル タ 堆 積 物 か ら 海 成 堆 積 物 へ の 変化 
を 岩 相 と 生物 相 (生態 ) の 両面 か ら 理 解 
LCA BIC LOCHMU RA 場 で 堆積 し 
た 古い 地層 の 岩 相 を 認識 する 事 と , ARE 
学 的 知識 を 得 た い 企 図 の も と に 研究 を 行 
つた 。 試料 は 河口 附近 , デル タ の 西側 前 
HO he, 深度 550ft の 斜面 , Breton, 
Gosier 両 島 附 近 等 の 地域 か ら 約 1,000 
MBER (大 部 分 コア 試料 ) し , 他 に South 
Pass と Southwest Pass MpRyA 7k 
26 vICRAH EER FU IHRME 
topset bed, foreset bed, ‘bottomset 
bed に 分 け 夫 々 の 概略 を 記す と , 1) top- 
Set bed; YW} #EED 著しく 分 布 し , 


GR FH31 


ADULTE FDS D PEAT ICS HEC BC 
られ る が , その 組成 は 河 流 に よっ つて 変化 
し , 河 流 の 運搬 力 が 減少 する 場所 で は 細 
潤 の 堆積 物 が 増加 し て いる 。 lamination 
が 発達 し て いる 事 も 一 つの 特徴 で あり , 
植物 根 の 混入 の 多い 沼沢 地 の 堆積 物 と は 
BSN KESNS> lamination は 沖積 
SEPT OOM MbnNS, BI 
虫 や 貝殻 の 含有 は 一 般 に 少く , デルタ の 
topset facies を 特徴 づけ る echinoid, 
ostracod は 殆 ん ど 完 全 に 欠 除 し 木片 , 酸 
化 鉄 の 集合 物 , BEERS ZENS 

2) foreset bed; GS OME FRY 
て 一 般 に デル タ の | foresed bed HOB 
境 と 似 て いる 。 六 土 質 堆 積 物 が 多く 動物 
群集 的 に 比較 的 不毛 の topset bed 型 か 
5, 生物 作用 の 著しい bottomset bed 
型 へ 移行 する 中 間 帯 に 相当 し , BFR 
東側 前 面 の 基 席 近く に 豊富 で , REO 
ABEL GLHLET So 

3) bottomset bed; Pass a Loatre 
の 京 へ ~ 北 束 に か け 約 30 3 4 VO pawee 
あたり 大 部 分 粘 士 , シル ト 質 堆積 物 で あ 
る が 西側 に か け て 潤 次 砂 質 と な る 。 WE 
堆積 物 の 部 分 に は 有 孔 虫 が 豊富 で , 遺骸 
群集 は 浮遊 型 と 庶 楼 型 と の GH ORE 
性 の も の で ある 。 デル タ の 北部 の Breton 
EDIE O 堆積 物 は 内 湾 性 堆積 物 の 特徴 
を も ち 岩 相 の 変化 が 著しい 。 

本 論文 に は , ミ シ シ ツ ピー 河 デル タ 周 
縁 地域 の 詳細 な 地形 図 , 岩 相 区 分 図 , 砂 
シル ト 一 粘土 の 草 比 分 布 図 , 鉱物 成分 の 
含有 分 布 図 , BAR AR, 海 緑 石 , 粘 
土 鉄 物 等 の 信 有 有 分 布 図 等 多数 の 図版 が あ 
り , 夫々 に つい て 詳細 に 論じ て いる 。 

(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
40, 2537~2623, 1956) (68) 
8075, =HY S))| Cedar Creek 沼地 
SARS SRO BF 9% Swain, 
F.M., Prokopovich, N. 


$532 BBRMKR AS 


ミネ ソ タ 州 に 存在 する BOOKIE RE 
ょ よる 湖沼 の 中 で Cedar Creek 沼地 の 
決 青 質 堆 積 物 の 層 序 的 分 布 に つい て 論 
じ た 。 この 沼地 は 既に 湖水 の 未 期 ( 消 
滅 の 過程 ) に あぁ たり, VER: VER WE 
(copropel) = 腐 泥 等 の 種々 の 湊 青 相 か ら 
な る 湖沼 成 堆積 物 が 約 35~40feet 集積 
し て いる 。 即 も ボー リン グ の 結果 か ら , 1) 
sideritic marl facies PEE 35Sfeet 以 下 , 
2) copropel marl subfacies 11~35 


feet, 3)copropel subfacies 5~10feet, 
4) sedge peat - forest peat 0~5teet 
に 区 分 され る 。 これ ら の 堆積 物 を 夫々 の 
ご 4 SE 75%, Feb 
Y159, メタ ノー ル 1598 の 混 沙 媒 を 用 い 
Soxlet で 8 時 間 抽 出し た 結果 , Gon 
TES MAO PFs, 1) 1.59%, 2) 1.5 
96, 3) 6.596; 4) 6.3% BARU to Ke 
に 液体 クロ マト グラ フ で HH Mm 6 BEE 
水素 , アス ファ アル ト 様 物質 を 分 離し た 結 
RR, 飽和 記 化 水素 含量 は 10~11feet の 
VERO ERICH DA <, FB ALK 
含量 は 8~9feet で 最高 を 示し た が , K 
々 の 次 出 分 と 深度 や 岩 相 に は 顕 療 な 関係 
は 認め ちら れ な か つた 。 従来 炭化 水素 生成 
の 根源 や 過程 に つい て の 知見 は 少 い が , 
この 地域 の 湊 青 質物 質 の Ra 5 peta 
素 は 沼 成 堆積 物 と 同時 集積 し 附 項 的 に 生 
成 さ れ た 初生 的 な も の で あろ 3 う 。 MH 
か ら 成 化 水 素 が 遊離 生成 する 事 で 重要 な 
Did, 食肉 性 或いは , REEMA, MRR BG 
虫 , 節 足 動物 等 の 作用 に ょ つて coprople 
Zone A CLERMEDFO bOR RE, 破 
HT SEBCHA5. MIOWMOBAR 
物質 集積 の 環境 は pH 7.1~7.8 ORT 
ルカ リ 性 で 酸化 選 元 電位 は 僅か に ETON 
る 0 た 6 (Bull. Geol, Soc, Am., 
65, 1183~1198, 1954) (2H) 
8076, Louisiana je jh AOBAHIC 
つい て Atwater, G.I. 


Louisiana 海岸 湿地 帯 の 下 に 双 存 する 
中 新 世 含 油層 は , 現在 世界 の 最深 油井 と 
FE BWI S 22,570 ROH CHM 
られ る 如く , 未だ 下部 中 新 世 に 達する に 
は 程遠い が (25,000~30,000 "RL Hee 
され る ), この 中 新 世 の 地層 は 海 側 南 方 
に 向 つ て RL GEO TEOBS EHAL 
て いる も の と み ら れ る 。 この 海域 は 陸 域 
と 同様 に 油田 構造 上 極め て 類似 し て お り 
岩塩 ドー ム に 由来 する piercement type 
並び に deepseateditype i の 岩 老 = ニー 
に ょ る stratigraphic trap が 特徴 的 で 
ある 。 陸 域 の 経済 的 産油 区 域 は 9,838 平 
FM, その 中 に 存在 する 上 記 2 BOLE 
造 は 夫々 35, 40 で at 75, 1 構造 あ た 
り の 平均 は 131 327M, 海域 と し て 現在 
OEE C 開発 し うる 範囲 , 即ち 水深 100 
ROA OMA 12,336 BMC, その 
中 に 含ま れる 主 構造 は 同じ く 夫 々 45 及 
U SO で 計 95, 1 eH YH 130 
FE CH So WIRD ASR 
類似 性 か ら 今後 の 海域 の 開発 が 期待 され 
る が , 陸 域 の 資料 か ら 換算 し て 次 の 如く 
比較 検討 する と が 出来 る 。 即 も 

陸 域 
(exe) (BK) (REL) at 
piercement 35 1.8 Bbls. 


deepseated 40 2.4 eg 
海 域 
piercement 45 2.0 7» 
4 6Bbls. 


deepseated 50 2.6 


即ち も 海域 に つい て 4. 6Bbls の 総 産油 量 ボ が 
求め られ る が , これ は 油 量 3Bbls と ガス 
量 21.5 M4CF と を 併せ て 換算 し た も の 


, で ある 。 以上 の こと か ら 少 く と も 2 竹 の 


構造 の 中 , 先 づ 前 者 より 開発 を 進め る ベ べ 
きる も る の と 療 え られ る 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 40, 2624~ 
2634, 1957) [加藤 
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